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　11月17日㈪、幼保一元化施設『コロポック
ルの森』で消防訓練が行われました。
　児童は、屋外への避難訓練の後、消防職員
が手作りした火災予防のマスコットキャラク
ター『ばん平

ぺい

くんジュニア』と記念撮影しな
がら、元気よく火の用心を約束していました。

みんなで元気よく火の用心
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◎選挙期日（投票日）
公示日・告示日 選挙期日（投票日時）

衆議院議員総選挙
12月 2 日㈫ 12月14日㈰

7時～20時最高裁判所裁判官国民審査

※ 第11投票所（カルルス婦人研
修の家）の投票時間は 7時～
17時。

※ 第12投票所（札内高原館）の
投票時間は 7時～18時。

◎投票できる方

◎期日前投票について

他の市町村から
転入してきた方

◎登別市で投票できる方
平成26年 9 月 1 日までに転入の届け出を済ませ、引き続き 3カ月以上登別市に住所を有し
ている方

◎登別市で投票できない方
平成26年 9 月 2 日以降に転入の届け出をした方
※ 前住所地の市町村で投票となりますので、前住所地の選挙管理委員会にお問い合わせく
ださい。

市内で住所が変
わった方

登別市内で住所が変わり、平成26年11月22日までに転居の届け出を済ませた方は、新しい
住所地の投票所で投票してください。
※11月23日以降に転居の届け出をした方は、前住所地の投票所で投票してください。

中央期日前投票所（市役所第２庁舎１階）
期　　　　　間 時　　間

衆議院 12月３日（水）　～　13日（土）
8時30分～20時

国民審査 12月７日（日）　～　13日（土）

鷲別期日前投票所（鷲別公民館）
期　　　　　間 時　　間

12月11日（木）　～　13日（土） 8時30分～19時

選挙により期日前投票の期間が異なります。ご注意！

投票所入場券を忘れずに
※紛失などにより持参できない方も投票することができます。
※ 入場券の裏面は宣誓書となっていますので、期日前投票に来る
方は、事前に記載することができます。

◎不在者投票
一時的に他市町村に滞在して
いる方や病院・老人ホーム等
に入院・入所している方、選
挙期日に20歳に達する方が選
挙期日前に投票する場合は、
不在者投票になります。

◎ 郵便などによる
不在者投票制度

身体に重度の障がいがあった
り、介護保険法上の要介護 5
の方で、投票日に投票所での
投票が困難な方が自宅などか
ら郵送で投票できる制度です。

問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎85９１４３）

　選挙期日（投票日）当日、満20歳以上（平成 6年12月15日までに生まれた方）の日本国民で、選挙人
名簿に登録されている方
※公民権の停止など一定の理由で選挙権を有しない方は投票できません。

投票しよう！
第47回衆議院議員総選挙
第23回最高裁判所裁判官国民審査
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～ごみ収集～
　ごみ収集は12月31日㈬から
１月 3日㈯まで休みます。
　１月 4日㈰に『燃やせるご
み』の市内一斉収集を行いま
す。 8 時までにごみステー
ションに出してください。
　１月 5日㈪から通常どおり
収集します。
※ 休み期間中は、ごみステー
ションにごみを出さないで
ください。

～自己搬入ごみの受け入れ～
　クリンクルセンターは、引
越しや大掃除などで一時的に
大量のごみが出たときには、
自家用車などでの搬入を受け
付けています。
▶受入時間　 9時～16時
▶ 手数料　100㌔㌘まで500円
（100㌔㌘を超える場合は、
10㌔㌘ごとに50円を加算）

※ ごみは、『ごみ分別辞典』
を参考に、『燃やせるごみ』、
『燃やせないごみ』、『資
源ごみ』、『粗大ごみ』、
『有害ごみ』に正しく分別
し、袋に入るものは必ず透
明または半透明の袋（指定
ごみ袋は不可）に入れてく
ださい。分別されていない
場合、搬入できないことが
あります。
※ 第三者に搬入を依頼するこ
とはできません。
▶ 問い合わせ　環境対策グ
ループ（クリンクルセン
ター内・☎85 2 9 5 8 ）

～し尿収集～
　し尿収集は、12月31日㈬か
ら１月 5日㈪まで休みます。
　新年は、１月 6日㈫から通
常どおり収集します。
※ 年内に収集の必要な方は、
12月22日㈪までに申し込み
ください。
▶申し込み　㈱東洋興業
 （☎85 2 9 3 5 ）

業務・問い合わせ 12/29
㈪
30
㈫
31～1/3
㈬～㈯

4
㈰
5
㈪
6
㈫
7
㈬

市の窓口・各支所 （☎852111）
市立図書館『アーニス分館』 （☎812182）
ジョブガイドのぼりべつ （☎815555）
クリンクルセンター研修室・市民見学コース
 （☎852958）
市民ギャラリー・再生品展示室 （☎852958）
市民プール『らくあ』 （☎855588）
ふぉれすと鉱山 （☎852569）
市民会館 （☎881139）
市民活動センター『のぼりん』 （☎836866）
総合体育館 （☎855552）
鷲別公民館 （☎868823）
登別公民館 （登別支所 ☎831131）
婦人センター （登別支所 ☎831131）
登別温泉公民館 （登別温泉支所 ☎842068）
登別温泉ふれあいセンター
 （登別温泉支所 ☎842068） 通常どおり

各青少年会館
 （社会教育グループ ☎881129）
市立図書館 （☎854324）
郷土資料館 （☎881339）
労働福祉センター （☎855044）
若草つどいセンター
（ 児童室のみ12月29日㈪・30日㈫は開放、
１月 5日㈪は休み） （☎861205）
老人福祉センター （☎881303）
鉄南ふれあいセンター （☎852966）
各保育所・児童館・児童室
 （子育てグループ ☎855634）
富岸児童クラブ （☎870034）
常盤児童クラブ （☎851840）
若草児童クラブ （☎860011）
青葉児童クラブ （☎883006）
幌別西児童クラブ （☎883570）
鷲別児童クラブ （☎870003）
登別児童クラブ （☎831177）
中央子育て支援センター （☎813715）
登別子育て支援センター （☎802772）
のぞみ園 （☎857721）
しんた21各室貸館 （☎850100）

は休み

年末年始の業務案内
2014年～2015年

3 年末年始の業務案内



［収益的収支］※１
　収入は、水道料金収入が主で、執行率は47.4㌫
となっています。
　一方、支出は、浄水場や配水管の維持管理費な
どです。そのうち、年度末に経理を行う減価償却
費などの経費があることから、執行率は25.5㌫と
なっています。

［資本的収支］※ 2
　収入は、予算の大部分が借入金などで、年度末
の収入となることから、現在の執行率は0.8㌫と
なっています。
　一方、支出は、配水管の整備事業や水道メー
ターの購入、借入金の償還などにより、執行率は
48.7㌫となっています。

科　　目 予算額 執行額 執行率

収　

入

水 道 料 金 9億1,546万円 4億5,001万円 49.2%
受託工事収益 2,205万円 1,069万円 48.5%
その他営業収益 1,968万円 1,060万円 53.9%
営 業 外 収 益 3,781万円 3万円 0.1%
特 別 利 益 0円 0円 0.0%

計 9億9,500万円 4億7,133万円 47.4%

支　

出

委 託 費 1億8,314万円 8,084万円 44.1%
人 件 費 1億3,004万円 5,725万円 44.0%
支 払 利 息 9,791万円 4,896万円 50.0%
減 価 償 却 費 3億2,800万円 0円 0.0%
資 産 減 耗 費 2,989万円 0円 0.0%
維持管理費等 1億5,082万円 4,744万円 31.5%

計 9億1,980万円 2億3,449万円 25.5%

科　　目 予算額 執行額 執行率

収　

入

企 業 債 1億1,150万円 0円 0.0%

工 事 負 担 金 455万円 89万円 19.5%

計 1億1,605万円 89万円 0.8%

支　

出

工 事 請 負 費 1億8,484万円 8,248万円 44.6%

企業債償還金 2億6,424万円 1億3,139万円 49.7%

人 件 費 3,205万円 1,377万円 43.0%

量水器購入費 5,473万円 5,030万円 91.9%

修 繕 費 821万円 287万円 35.0%

委 託 費 4,476万円 891万円 19.9%

そ の 他 経 費 739万円 92万円 12.5%

計 5億9,622万円 2億9,064万円 48.7%

特集　　水道とわたしたちのくらし

水道事業会計の財政公表
―水道料金はこう使われています―

問い合わせ　水道グループ（☎85５５０１）

用語解説
※１収益的収支 年度内に発生すると見込まれる

全ての収益とそれに対応する全
ての費用

※ 2資本的収支 施設の設備や企業債の償還元金
などの支出、これに要する資金
としての企業債収入など

予算執行状況
9 月30日現在の状況をお知らせします

　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆さんが納入する
水道料金などを財源として、毎年度、水道施設の整備を行ってい
ます。
　今号では、平成26年度の予算執行状況などについてお知らせし
ます。
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　市は、安定的に水道水を供給するため、管路の更新や耐
震化などの整備を行っています。企業債はこれらの建設改
良に伴う資金が必要なとき、その財源として発行を認めら
れるものです。平成25年度は、8,760万円の企業債を発行
しました。
　また、これまでに借り入れた企業債の元金 2 億6,063万
円と利子 1億117万円、合計 3億6,180万円を支払いました。

　平成25年度末の行政区域内人口 5 万613人に対し、給水人口が
4万9,823人となり、水道普及率が98.44㌫と、市内のほとんどの
家庭に水道水を供給していることになります。
　水道の使用区分は、家事用・家事用以外・公衆浴場用・臨時用
と 4つの用途に分かれています。
　家事用は、給水戸数、給水量ともに前年度に比べ減少しました。
家事用以外は、給水量が前年度に比べ増加していますが、給水戸
数は減少傾向が続いています。給水量の推移としては、増加して
いる年度もありますが、全体的には家事用、家事用以外ともに減
少している傾向にあります。

用途区分
平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

給水戸数
（戸）

年間給水量
（立方㍍）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（立方㍍）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（立方㍍）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（立方㍍）

給水戸数
（戸）

年間給水量
（立方㍍）

家 事 用 20,787 3,402,390 20,825 3,431,644 20,990 3,369,339 21,028 3,360,165 20,964 3,307,705

家 事 用
以　 外 1,236 814,477 1,216 803,091 1,211 758,918 1,217 752,216 1,201 761,127

公　 衆
浴 場 用 3 5,765 2 5,986 2 4,479 1 0 1 0

臨 時 用 55 2,920 44 1,163 41 382 48 1,136 42 3,038

合　　計 22,081 4,225,552 22,087 4,241,884 22,244 4,133,118 22,294 4,113,517 22,208 4,071,870

一日平均
給 水 量 11,577立方㍍ 11,622立方㍍ 11,293立方㍍ 11,270立方㍍ 11,156立方㍍

用途別給水戸数および給水量

企業債の状況（各年度末残高）企業債の状況

給水量と給水戸数の状況

平成25年度は8,760万円の企業債を発行

給水量と給水戸数は減少傾向
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特
集　
　

水
道
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
１
）
蛇
口
を
あ
け
る

（ 

2
）
水
落
と
し
レ
バ
ー
ま
た
は
ハ
ン
ド

ル
を
閉
め
る
（
電
動
式
は
ボ
タ
ン
を
操

作
す
る
こ
と
で
水
を
落
と
す
）

　

水
抜
き
栓
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が

あ
り
、
水
落
と
し
が
不
完
全
な
場
合
、
凍

結
や
漏
水
の
原
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
設
備
業
者
や
製
造
メ
ー

カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

じ
、
床
下
に
冷
た
い
風
が
入
ら
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
凍
結
防
止
に
努
め
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

水
道
管
の
凍
結
事
故
が
起
き
や
す
く
な

る
の
は
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
１
月
か
ら

2
月
に
か
け
て
で
す
。

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に
な
っ
た

と
き
や
真
冬
日
（
一
日
中
外
気
温
が
0
度

以
下
）
が
続
い
た
と
き
な
ど
は
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

長
期
不
在
時
だ
け
で
は
な
く
、
就
寝
前

や
外
出
時
に
お
い
て
も
水
落
と
し
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、
こ
ま
め
に

水
落
と
し
を
行
い
、
換
気
口
を
完
全
に
閉

Ｑ
１　

水
落
と
し
は
ど
ん
な

 

と
き
に
必
要
な
の
？

Ｑ
２　

水
落
と
し
の

 

方
法
は
？

　市は、水道事業運営に関し、その目指すべき将来像を描き、これを実現していくための指針とな
る『登別市水道事業ビジョン』について、平成27年度中の策定に向け作業を進めています。

『登別市水道事業ビジョン』とは？
　人口減少や生活様式などの変化により、水需要が減少する中で、水道施設の多くが老朽化し、
その更新が課題となっています。
　また、一方では地震や停電などによる事故や災害などへの対応も大きな課題となっています。
　さまざまな課題に対応していくために、市の水道事業の現状と将来見通しを分析・評価した
上で、『安全』、『強

きょう

靭
じん

』、『持続』の観点から目指すべき将来像を描き、今後10年間にわた
る市の水道事業の運営に関する方向性や施策推進の基本的な考えを示すのが『登別市水道事業
ビジョン』です。

策定に向けて
　策定に当たっては、『登別市水道ビジョン検討委員会』
を設置し、市民参画のもと策定作業を進めています。
　また、平成26年 8 月には需要者アンケート調査を実施
するとともに、ビジョン素案についてはパブリックコメ
ントを行い、広く意見を求めることとしています。検討
委員会議事録は、市ホームページで公表しています。

登別市水道事業ビジョンの策定作業を進めています

▲水抜き栓の種類の一例

▲登別市水道ビジョン検討委員会
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軽
い
凍
結
で
あ
れ
ば
、
部
屋
を
暖
め
る

と
と
も
に
、
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な
ど
の

布
を
巻
い
て
徐
々
に
お
湯
を
か
け
て
解
氷

で
き
ま
す
。

※ 

熱
湯
を
か
け
た
り
、
蛇
口
な
ど
に
直
接

お
湯
を
か
け
た
り
す
る
と
、
破
損
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
を
放
置
す
る
と
、
水
道
管
の
破
裂

を
起
こ
す
場
合
も
あ
る
た
め
、
指
定
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
、
速
や
か
に
凍
結
修

理
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

凍
結
修
理
な
ど
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
の

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

修
理
を
依
頼
す
る
前
に
工
事
内
容
や
費

用
な
ど
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ
せ
を
し
た

業
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
十
分
納
得
し
て

か
ら
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３　

凍
結
修
理
を

　
　
　

業
者
に
依
頼
す
る
前
に

 
自
分
で
行
う
こ
と
は
？

Ｑ
４　

凍
結
修
理
の

 

費
用
は
？

登別市内指定給水装置工事事業者 （平成26年10月29日現在）

事　業　者　名 住　　　所 電 話 番 号

㈱荒川設備 栄町 3丁目18－ 5 ８６－７１３８

磯松建設㈱ 幌別町 5丁目25－ 7 ８５－２３３８

オール設備㈱ 中央町１丁目 4－10 ８５－２１６９

高橋衛生工業㈱ 桜木町 5丁目20－ 6 （営業所） ８５－５５８５

㈱ゴウダ 片倉町 2丁目24－26 ８５－５０２９

㈱藤田設備工業 登別港町１丁目 4－31 ８３－３１５４

㈱管工設備 新生町 4丁目 6－ 6 ８６－６１６６

登別管工事業協同組合 中央町１丁目10－ 5 ８５－３３７９

㈲水道屋 新生町１丁目12－ 2 ８２－４１１０

㈲ダイワガス住設 栄町 3丁目 9－１ ８６－７１８３

㈱小島商事 栄町 4丁目 7－ 4（営業所） ８６－６２６４

㈲誠住宅設備プランニング 栄町 4丁目12－ 4 ８７－１２０１

㈲野呂商会 幸町 5丁目11－ 4 ８８－０３５５

片倉設備 片倉町 4丁目 9－ 2 ８５－９６９３

㈱プロテック 新生町 2丁目10－11 ８７－２６２８

上口建設㈱ 幌別町 3丁目１ ８３－６８８０

㈱戸田設備 鷲別町 6丁目33－ 4 ８６－２９７６

※ 上記以外の登別市指定給水装置工事事業者（市外登録業者）は、市ホームページをご覧になるか、水
道グループへお問い合わせください。
　平日 9時～17時30分　水道グループ（☎85 5 5 1 0 ）
　平日17時30分以降、土・日曜日、祝日　市役所当直（☎85 2 1 1 1 ）

水道管の『凍結』・『故障』・『修繕』は登別市指定給水装置工事事業者へ

▲解氷方法の一例
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下
水
道
事
業
は
、
汚
水
を
適
切
に
処
理
し
、
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
の
使
用
料
や
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金
な
ど
に
よ
り
、
公
共
下
水
道
や
浄

化
槽
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
下
水
道
事
業
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
企
業
会
計
に
移
行
し
、
一
般
会
計
と
の
適

切
な
経
費
分
担
の
下
、
独
立
採
算
を
原
則
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
下
水
道
事
業
の
平
成
26
年
度
上
半
期
に
お
け
る
経
営
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
排
出
す
る
汚
水
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
主
に
市
街
地
で
汚
水
管か

ん

渠き
ょ

や
終
末
処
理
場
（
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

の
整
備
と
と
も
に
、
雨
水
の
浸
水
対
策
と

し
て
、
雨
水
管
渠
の
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
で
は
、
公
共

下
水
道
事
業
で
汚
水
管
渠
を
整
備
し
な
い

地
域
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
希
望

に
応
じ
て
、
各
家
庭
に
浄
化
槽
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

事
業
の
概
況

下水道事業の経営状況をお知らせします

問い合わせ　下水道グループ（☎85９０５２）若山浄化センター

下水道事業会計の財政公表

平成26年 9 月末時点における公共下水道の整備状況

区　　分 平成26年
3 月末

平成26年
9 月末

平成26年度
上半期増減

水洗化人口 41,846人 42,196人 350人
水洗化率 86.4％ 87.1％ 0.7％

※ 水洗化人口は下水道計画区域内の水洗化人口、水洗化率は水洗化人口を平
成26年 3 月末時点の下水道供用開始人口（48,460人）で除した数値です。

平成26年 9 月末時点における浄化槽の設置基数

区　　分 平成26年
3 月末

平成26年
9 月末

平成26年度
上半期増減

設置基数 58基 61基 3 基
※ 設置基数には、個別排水処理施設事業開始以前に利用者が設置し、事業開
始後に市が受贈したものを含みます。

8 下水道事業会計の財政公表
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▶下水道が整備されたら
　現在、浄化槽を設置している方を含
め、下水道に接続しなければいけない
ことになっています。
▶工事の申し込みは指定店へ
　排水設備設置工事は、『登別市下水
道排水設備工事指定店』（現在53社）
でなければ施工することができません。
▶ルールを守って上手に使いましょう
• 水洗トイレには専用の紙以外流さな
いでください。
• 詰まりの原因となりますので、台所
から食用油、野菜くずなどを流さな
いでください。 
• 油や薬品、灯油を流さないでくださ
い。
• シンナーやガソリンなどは下水道管
の中で爆発する恐れがあるので、流
さないでください。
• 雨水や雪を下水道管に入れないでく
ださい。
• 排水管は定期的に点検・清掃をしま
しょう。

　

下
水
道
事
業
の
予
算
は
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
う
た
め
の
『
収
益
的
収
支
』
と
、
新

た
な
施
設
の
整
備
や
既
存
施
設
の
更
新
を
行
う
た
め
の
『
資
本
的
収
支
』
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
上
半
期
に
お
け
る
各
収
支
の
予
算
執
行
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

損
益
計
算
書
は
、
収
益
的
収
支
か
ら
仕
入
れ
や
売
り
上
げ
に
係
る
消
費
税
を
控
除
し
て
作
成

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
期
間
の
企
業
の
経
営
成
績
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
自
体
の
経
営
成
績
を
示
す
営
業
利
益
は
、
約
3
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
営
業
外
損
益
、
特
別
損
失
な
ど
を
加
え
た
純
利
益
は
約
4
億
円
の
プ
ラ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

経
理
の
状
況

【収益的収支】 （単位：千円）

収　

入

科　目 予算額 執行額 執行率
営業収益 683,511 361,962 53.0%

下水道使用料 640,187 318,695 49.8%
一般会計負担金 43,220 43,220 100.0%
その他 104 47 45.2%

営業外収益 1,180,468 768,943 65.1%
一般会計補助金 800,807 763,793 95.4%
長期前受金戻入 356,883 0 0.0%
その他 22,778 5,150 22.6%

合　計 1,863,979 1,130,905 60.7%

支　

出

科　目 予算額 執行額 執行率
営業費用 1,504,223 156,586 10.4%

職員給与費 82,487 26,461 32.1%
施設管理費 342,073 116,186 34.0%
減価償却費 1,002,927 0 0.0%
その他 76,736 13,939 18.2%

営業外費用 435,615 200,969 46.1%
支払利息 410,744 200,969 48.9%
その他 24,871 0 0.0%

特別損失ほか 5,641 5,631 99.8%
合　計 1,945,479 363,186 18.7%

【資本的収支】 （単位：千円）

収　

入

科　目 予算額 執行額 執行率
企業債 856,400 0 0.0%
負担金 48,829 37,882 77.6%

受益者負担金・分担金 28,145 17,198 61.1%
一般会計負担金 20,684 20,684 100.0%

補助金 316,561 74,961 23.7%
一般会計補助金 74,961 74,961 100.0%
国庫補助金 241,600 0 0.0%

合　計 1,221,790 112,843 9.2%

支　

出

科　目 予算額 執行額 執行率
建設改良費 711,469 404,732 56.9%
企業債償還金 1,115,021 555,703 49.8%
その他 1,000 0 0.0%

合　計 1,827,490 960,435 52.6%

平成26年度上半期における損益計算書 （単位：千円）
科　　目 収益／費用 損　　益

営業収益 342,028
下水道使用料 298,761
一般会計負担金 43,220
その他 47

営業費用 648,547
職員給与費 26,457
施設管理費 107,641
減価償却費 501,464
その他 12,985

営業利益 ▲ 306,519
営業外収益 947,385
一般会計補助金 763,793
長期前受金戻入 178,441
その他 5,151

営業外費用 200,970
支払利息 200,970
その他 0 746,415

経常利益 439,896
特別損失ほか 5,631 ▲ 5,631
期間純利益 434,265
※ 減価償却費及び長期前受金戻入は、当初予算計上
額のうち上半期相当分を計上しています。

～下水道の使用に当たっては～
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富岸町 3丁目

雪
捨
て
場

富
岸
川

TSUTAYA登別店
ガスト登別店

サンワドー
登別店

ツルハドラッグ
登別富岸店マックスバリュ

登別店

緑陽中学校

至 室蘭 道道上登別室蘭線

市
道
鷲
別
学
田
路
線

至 幌別

出入

登別東町 3丁目

雪捨て場

至 室蘭

伏古別川

婦人センター

登別マリンパークニクス

国道36号 至 白老

出入

緑町１丁目

至 鷲別駅 至 幌別駅

至 室蘭 国道36号 至 白老

道道登別室蘭インター線

陸上自衛隊
幌別駐屯地

北海道
コカ・コーラ
ボトリング

登別ベルコ
会館

交番
出入

雪捨て場

富岸町

道央自動車道至 室蘭 至 白老

亀田霊園

亀田記念公園

雪捨て場 出入

若草町１丁目

雪捨て場

道道上登別室蘭線至 室蘭 至 幌別

至 鷲別駅 至 幌別駅

若草小学校

ジャパンスイミング
スクール登別

平成斎場若草公園
出入

　

急
な
坂
道
に
は
、
滑
り
止

め
用
の
砂
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
散
布
と
管
理
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。
事
故

防
止
の
た
め
、
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

わ
だ
ち
が
で
き
た
り
道
幅

が
狭
く
な
っ
た
り
し
、
交
通

の
妨
げ
や
交
通
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

路
上
駐
車
が
あ
る
と
除

雪
作
業
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
、
周
囲
に
迷

惑
が
掛
か
り
ま
す
。

　

道
路
を
除
雪
し
た
後
に
玄
関
前
や
車
庫

前
に
た
ま
っ
た
雪
は
、
道
路
へ
は
出
さ
ず
、

道
路
脇
や
各
家
庭
の
敷
地
内
で
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、
限
ら
れ
た
除
雪
機
械
台
数
で
速
や
か
に
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
雪
を
道
路
の
両

脇
に
か
き
分
け
て
除
雪
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
協
力
で
、
除
雪
効
果
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

１　

間
口
の
雪
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
の
た
め
の

５
つ
の
お
願
い

２　

路
上
駐
車
は

　
　
　

し
な
い
で
く
だ
さ
い

５　

滑
り
止
め
用
の
砂
や

　
　
　

融
雪
剤
の
散
布
に
ご
協
力
を

雪捨て場をご利用ください 利用時間：10時～17時

４　

除
雪
車
に
は

　
　
　

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

３　

道
路
へ
の
雪
出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　

土
木
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
３
２
６
０
）

通
り
や
す
い
冬
道
の
た
め
に
地
域
の
ご
協
力
を

【利用上の注意】
•雪以外の物は持ち込まないでください。
•大型店舗の駐車場などの雪はご遠慮ください。

•雪捨て場は奥側からご利用ください。
•堆雪状況により予告なく閉鎖する場合があります。

10 通りやすい冬道のために地域のご協力を

通りやすい冬道のために
地域のご協力を



　

認
知
症
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
、
自
分

や
家
族
な
ど
に
認
知
症
に
つ
い
て
の
心
配

が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
の
専
門
医
療
相
談
、
鑑
別
診
断

（
検
査
・
専
門
の
診
察
な
ど
）
が
で
き
ま

す
。
検
査
・
診
察
は
予
約
制
で
す
。

　

本
人
の
受
診
が
困
難
な
場
合
、
家
族
の

み
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

相
談
員
に
よ
る
相
談
は
無
料
で
す
が
、

検
査
・
診
察
は
保
険
診
療
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

◎
恵
愛
病
院
（
☎
87
0
1
0
0
）

◎
三
愛
病
院
（
☎
83
3
2
0
7
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
、
市
が
委
託
運
営
し
て
い
る

相
談
窓
口
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
常
勤
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
申
し
込

み
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

◎
け
い
あ
い
（
☎
82
5
0
0
5
）

◎
ゆ
の
か
（
☎
88
2
1
0
6
）

◎
あ
お
い
（
☎
83
0
5
1
1
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
習

得
し
、
自
分
で
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の

方
や
家
族
を
応
援
す
る
『
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
』
を
養
成
す
る
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

• 

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏

見
を
持
た
ず
、
認
知
症
を
発
症
し
た
方

や
家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る
。

• 

認
知
症
の
方
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
よ
う
努
め
る
、
ま
ち
の
中
や
職
場

で
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す
る
。

　

市
は
、
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
企
業
、

小
・
中
学
校
な
ど
で
、
認
知
症
の
理
解
を

広
く
啓
発
し
て
い
く
た
め
に
講
座
を
行
い
、

こ
と
し
8
月
現
在
、
2
千
652
人
が
講
座
を

受
講
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
を
受
け
た
方
に
は
、
認
知
症
を
支

援
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
目
印
と

し
て
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
『
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
』

を
渡
し
て
い
ま

す
。

徘
徊
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
…

• 

「
ど
ち
ら
ま
で
お
出
か
け
で
す
か
」

「
何
か
お
困
り
で
す
か
」
な
ど
、
ま
ず

は
優
し
く
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

• 

連
絡
先
が
書
い
て
あ
る
物
を
身
に
着
け

て
い
る
場
合
は
連
絡
先
に
、
連
絡
先
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
警
察
署
や
高
齢
・

介
護
グ
ル
ー
プ
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

• 

長
時
間
歩
い
て
脱
水
状
態
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
や
お
茶

な
ど
の
飲
み
物
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
な
り
得
る
脳
の
病
気
で
す
。

　

市
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
認
知
症
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

で
異
変
を
発
見
し
た
場
合
に
、
市
へ
連

絡
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

市
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
、
地
域
の
支
え
合
い
や
協

力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
け
る
よ

う
、
徘
徊
模
擬
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の
方
や
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
認
知
症
な
ど
が
原
因

で
徘は

い

徊か
い

す
る
方
を
一
刻
も
早
く
発
見
し
て

保
護
し
、
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
の
構
成

① 

捜
索
シ
ス
テ
ム　

徘
徊
な
ど
に
よ
り
所

在
不
明
と
な
っ
た
方
が
い
る
場
合
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
捜
索
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

② 

登
録
シ
ス
テ
ム　

徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る

方
の
情
報
を
家
族
な
ど
が
市
に
事
前
に

登
録
し
、
所
在
不
明
と
な
っ
た
と
き
に

ス
ム
ー
ズ
に
捜
索
を
行
う
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
す
。

③ 

見
守
り
・
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム　

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
力
機
関
が
高
齢
者
宅
な
ど

認
知
症
を
知
り
、
正
し
く
対
処

問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
５
７
２
０
）

認
知
症
の
不
安
は

専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
実
施

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
実
施

11 認知症を知り、正しく対処

認知症を知り、
正しく対処



　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
住
民
票
を
お
持
ち
の
方
に
１
人

１
つ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
付
け
る
こ
と
で
、

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
皆
さ
ん
の
情
報
を
適

切
に
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
存
在
す
る
情
報
が
同
一

の
方
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、
年
金
や
雇
用

保
険
、
医
療
保
険
の
手
続
き
、
生
活
保
護
、
児
童
手
当
そ
の

他
福
祉
の
給
付
、
確
定
申
告
な
ど
の
税
の
手
続
き
と
い
っ
た
、

法
律
に
定
め
ら
れ
た
事
務
に
限
り
利
用
さ
れ
ま
す
。

（
例
）

• 

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出
す
る
と
き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
提
示
。

• 

厚
生
年
金
を
受
け
取
る
手
続
き

　

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
年
金
事
務

　

所
に
提
示
。

• 

勤
務
先
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提

　

示
し
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
に
記

　

載
。

▶問い合わせ
　全国共通ナビダイヤル（☎0570‒20‒0178）
　平日 9：30～17：30（祝日・年末年始を除く）
　または企画調整グループ（☎85 5 1 0 9 ）

▶『社会保障・税番号制度』
　ホームページ
（http://www.cas.go.jp/jp/
　seisaku/bangoseido/）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
い
方

＞＞　　入のメリットはあるの？

　次の 3つの効果が期待されています。
①面倒な手続きが簡単に
　（市民の利便性の向上）
　本人確認や所得などの情報の確認がしやすくな
るため、証明書などの交付申請時に必要となる身
分証明書や課税証明書などの添付資料の省略や簡
素化ができるようになり、申請時の負担が軽減さ
れます。

②給付金等の不正受給の防止
　（公平・公正な社会の実現）
　所得や行政サービスの受給状況を把握しやすく
なるため、負担を不当に免れたり、給付を不正に
受けたりすることを防止し、本当に困っている方
にきめ細やかな支援を行えるようになります。

③手続きが正確で早くなる（行政の効率化）
　国の行政機関や地方公共団体などで、複数の業
務の間での連携が進むことで、作業の重複が減り、
情報の照合などに要している時間が短縮されます。

導 ＞＞　　つから始まるの？

　平成27年10月に、皆さんにマイナンバーをお知
らせする通知カードが配布されます。その後、平
成28年１月から、マイナンバーの利用と個人番号
カードの交付が開始されます。

い

＞＞　　知カードとは何ですか？

　皆さんにマイナンバーを通知するためのカード
です。券面には氏名、住所、生年月日、性別の基
本 4情報と、マイナンバーが記載されています。
　通知カードは住民票を有する全ての方に送られ
ますが、身分証明書として利用することはできま
せん。

通

＞＞　　人番号カードとは何ですか？

　個人番号カードは、券面に基本 4情報、マイナ
ンバー、本人写真などが記載されます。
　また、ＩＣチップが搭載されていて、この中に
電子申請のための電子証明書が記録されています。
　通知カードが送付された後に、顔写真とともに
市に申請することで、平成28年１月以降に交付を
受けることができます。
　個人番号カードは、身分証明書として利用でき
るほか、ｅ－Ｔ

タ ッ ク ス

ａｘ
などの各種電子申請
を行うことがで
きます。
　なお、個人番
号カードの取得
は任意となりま
す。

個

▼ＱＲコード

▶マイナンバー
　広報キャラクター
　『マイナちゃん』

12 知っていますか？マイナンバー　社会保障・税番号制度が始まります

知
っ
て
い
ま
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

が
始
ま
り
ま
す



区　　分 収入月額
入居者または同居者に
障がいがある方
（障がいの程度に基準
があります）

214,000円
　　 以下

入居者が60歳以上で同
居者のいずれもが60歳
以上または18歳未満の
方
小学校就学前の子ども
がいる世帯

上記以外の方 158,000円
　　 以下

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 階数・広さ（平方㍍） 家賃（円）

新生 新生町
2丁目 一般世帯

1－304 3 階・ 3 D K（64.8） 16,800 ～ 33,000 

2 －251 5 階・ 3 L D K（68.5） 18,100 ～ 35,600 

桜木 桜木町
4丁目 一般世帯 8－838 3 階・ 3 L D K（79.0） 26,300 ～ 51,600 

柏葉 柏木町
4丁目 一般世帯 3－334 3 階・ 3 L D K（66.0） 17,800 ～ 35,000 

柏木 柏木町
1丁目

一般世帯 3－331 3 階・ 3 D K（61.1） 14,800 ～ 29,000 

単身/一般
7－731 3 階・ 3 D K（59.9） 14,700 ～ 28,900 

7 －732 3 階・ 3 D K（59.9） 14,700 ～ 28,900 

緑ヶ丘 常盤町
3丁目 一般世帯

1－133 3 階・ 3 L D K（66.5） 19,700 ～ 38,700 

3 －341 4 階・ 3 L D K（66.4） 20,200 ～ 39,700 

千歳 千歳町
１丁目 一般世帯 2－252 5 階・ 3 L D K（65.9） 18,100 ～ 35,600 

幌別東 幌別町
8丁目

単身/一般 73R－303 3 階・ 3 D K（49.1） 11,100 ～ 21,200 

高齢身障単身
高齢身障世帯

75R 1 －101 1 階・ 3 D K（56.5） 13,300 ～ 26,100 

75R 6 －104 1 階・ 3 D K（56.5） 13,500 ～ 26,500 

登別旭 登別本町
1 丁 目 一般世帯 4－ 1 平屋・ 2 L D K（66.2） 23,000 ～ 45,200 

見晴 登　別
温泉町 一般世帯 1－ 2 1 階・ 3 L D K（66.3） 17,000 ～ 33,500

※ 

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
と
各
控
除
に
よ
り
計
算
し

ま
す
。

◇
申
込
資
格

① 

家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚
約
中
の

場
合
を
含
む
）

②
持
ち
家
の
な
い
方

③ 

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

④ 

収
入
基
準
を
満
た
し
、
そ
れ
を
証

明
で
き
る
方

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

⑥ 

入
居
者
と
同
居
者
が
、
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
2
条
第
6
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◇
収
入
基
準

◇ 

申
込
方
法　

12
月
4
日
㈭
か
ら
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
と
各
支
所
で
配
布
す
る

『
入
居
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇ 
受
付
日
時　

12
月
8
日
㈪
〜
12
日
㈮
9
時
〜
17

時
30
分

◇
抽
選
日
時
・
場
所

12
月
16
日
㈫
10
時
・
市
民
会
館

◇
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

2
月
2
日
㈪
9
時
〜
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

• 

募
集
区
分
は
、
募
集
案
内
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

• 

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
と
き
は
、
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

• 

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
・
猫
な

ど
は
飼
え
ま
せ
ん
。

• 

入
居
資
格
審
査
は
、
抽
選
に
当
選

し
た
方
に
の
み
行
い
ま
す
。
こ
の

と
き
、
入
居
要
件
を
満
た
さ
な

か
っ
た
方
の
当
選
は
、
無
効
と
な

り
ま
す
。

平
成
平
成
2626
年
第
年
第
33
回回

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）

13 平成26年第 3回　市営住宅の入居者を募集します
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元
気
い
っ
ぱ
い
あ
い
さ
つ
を
し
て　

　

え
が
お
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 
幌
別
小
学
校　
　

安や
す

士し　

葉は

瑠る

香か

助
け
合
い　

明
る
い
未
来
を　

作
る
ま
ち 

幌
別
西
小
学
校　

高た
か

橋は
し　

雄ゆ
う

希き　

明
る
い
未
来
の
登
別　

み
ん
な
で
創
ろ
う
登
別 

鷲
別
小
学
校　
　

藤ふ
じ

井い　

涼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

未
来
は
ね　

笑
顔
い
っ
ぱ
い　

夢
い
っ
ぱ
い 

登
別
小
学
校　
　

山や
ま

村む
ら　

彩あ
や

紗さ　

ゆ
め
育
つ　

明
る
い
ま
ち
を　

つ
く
り
た
い 

富
岸
小
学
校　
　

加か

藤と
う　

凜り
ん

華か　

登
別　

豊
か
な
ま
ち
に　

気
も
ち
よ
く 

幌
別
東
小
学
校　

千ち

葉ば　

誉ま
さ

斗と　

親
切
を　

町
い
っ
ぱ
い
に　

広
げ
よ
う 

若
草
小
学
校　
　

清き
よ

瀬せ　

栞か
ん

奈な　

の
ぼ
り
べ
つ　

み
ん
な
の
夢
が　

か
な
う
ま
ち 

青
葉
小
学
校　
　

原は
ら　

隆り
ゅ
う

翔と　
　

清
潔
に
し　

ほ
ほ
え
み
あ
ふ
れ
る

　

に
ぎ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

幌
別
小
学
校　
　

勝か
つ

俣ま
た　

音の

の々

美み

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て

　

み
ん
な
が
素
直
に
な
れ
る 

幌
別
小
学
校　
　

藤ふ
じ

原わ
ら　

美み

優ゆ
う　

　

明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
た
り

　

あ
い
さ
つ
を
し
た
り
し
て 

幌
別
小
学
校　
　

松ま
つ

尾お　

利り

菜な　

　

平
和
で
ゆ
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

子
ど
も
達　

未
来
の
た
め
に　

歩
き
だ
す 

幌
別
西
小
学
校　

嶋し
ま

津ず　

駿し
ゅ
ん

介す
け　

親
切
で　

み
ん
な
の
心
を　

か
え
た
い
な 

幌
別
西
小
学
校　

吉よ
し

田だ　

詩う
た

奈な　

未
来
に
向
か
っ
て　

前
向
こ
う

　

大
好
き
な
登
別
の
た
め
に 

鷲
別
小
学
校　
　

山や
ま

木き　

暖の

歩あ　

未
来
に
の
こ
そ
う　

わ
が
ほ
こ
り 

鷲
別
小
学
校　
　

原は
ら

田だ　

空そ
ら　

　

親
切
は　

笑
顔
を
つ
く
る　

い
い
き
ま
り 

登
別
小
学
校　
　

佐さ

藤と
う　

愛あ
い

華か　

明
る
く
て　

や
さ
し
さ
つ
く
す　

町
づ
く
り 

富
岸
小
学
校　
　

菊き
く

地ち　

秀ひ
で

斗と　

子
供
た
ち　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

温
泉
地 

富
岸
小
学
校　
　

菊き
く

地ち　

涼り
ょ
う

耶や　

親
切
で　

き
ま
り
を
守
る　

登
別 

富
岸
小
学
校　
　

佐さ

さ々

木き　

隆り
ゅ
う

成せ
い

ま
ち
じ
ゅ
う
に　

人
の
笑
顔
の　

花
が
咲
く 

富
岸
小
学
校　
　

平ひ
ら

井い　

俊し
ゅ
ん

輔す
け　

自
然
を
愛
し　

平
和
で
豊
か
な　

ま
ち
づ
く
り 

若
草
小
学
校　
　

木き

村む
ら　

有ゆ

里り

南な

親
切
に　

夢
が
い
っ
ぱ
い　

登
別 

若
草
小
学
校　
　

本ほ
ん

田だ　

優ゆ

美み

香か

み
ん
な
で
つ
く
る　

明
る
い
町
に

　

明
る
い
未
来 

若
草
小
学
校　
　

鎌か
ま

田だ　

麻ま

那な　

登
別　

温
泉
で
人
の
心
も　

あ
た
た
ま
る 

青
葉
小
学
校　
　

河か
わ

田だ　

依い

舞ぶ　

思
い
や
り　

心
を
つ
な
ぐ　

お
も
て
な
し 

青
葉
小
学
校　
　

石い
し

川か
わ　

瑠る

菜な　

　

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
は
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
全
8
小
学
校
の
4
年

生
を
対
象
に
、
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
市
民
憲
章
5
項
目
の
う
ち
の
2
項
目
『
親
切
を
つ
く
し　

き
ま
り
を
守
っ
て　

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
と
『
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の　

健
全
な
夢

の
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
で
す
。

登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語 

金
賞
・
優
秀
賞
作
品
の
紹
介

金　

賞

優
秀
賞

問
い
合
わ
せ　

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
連
絡
所

（
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
85
1
1
2
2
）

14 登別市民憲章啓発標語　金賞・優秀賞作品の紹介

登別市民憲章啓発標語
金賞・優秀賞作品の紹介



パブリックコメント（意見公募）制度に基づき、
皆さんからの意見を募集します

募集期間

12月31日㈬まで

登別市行政手続条例の一部改正
（案）

（仮称）登別市障がい者支援プラン
（案）

概要
・
目的

　行政が行う処分や行政指導などの
手続きを規定する『行政手続法』に
おいて、法律に基づく行政指導を受
けた者が、その指導が法律に適合し
ないと思う場合に、行政に対しその
中止などを求める手続きなどが追加
され、平成27年 4 月１日から実施さ
れます。
　この『行政手続法』の規定では、
市が行う条例などに基づく処分およ
び行政指導は適用除外とされている
ため、『登別市行政手続条例』に、
行政手続法に追加された手続きを規
定するため、この条例の一部改正を
行います。

　市は、障害者基本法に基づき、障
がい者の生活全般に関する市の施策
についての基本的な事項を定めた
『登別市障がい者福祉計画』と、障
害者総合支援法に基づき、障害福祉
サービスなどを地域で計画的に提供
するために定めた『第 3期登別市障
がい福祉計画』を策定しています。
　これらの計画は、いずれも本年度
で計画期間満了を迎えることから、
二つの計画を一本化し、新たに
『（仮称）登別市障がい者支援プラ
ン』を策定します。

担当
グループ

総務グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11

（☎85 1 1 3 0 ・思85 1 1 0 8 ）
Ｅメール：somu@city.
noboribetsu.lg.jp

障害福祉グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11

（☎85 3 7 3 2 ・思85 1 1 0 8 ）
Ｅメール：welfare2@city.
noboribetsu.lg.jp

登別市地域包括支援センターの包
括的支援事業の実施に係る基準等

を定める条例（案）

登別市指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予
防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例（案）

第６期登別市高齢者保健福祉計画
及び介護保険事業計画（案）

概要
・
目的

　これまで介護保険法や厚生労働省
令などで定められていた、地域包括
支援センターの基本方針や職員数な
どに関する基準について、介護保険
法の一部改正などにより、市におい
て定めることとされたため、今回新
たに制定するものです。

　これまで介護保険法や厚生労働省
令などで定められていた、指定介護
予防支援の基本方針や職員数などに
関する基準について、介護保険法の
一部改正などにより、市において定
めることとされたため、今回新たに
制定するものです。

　平成27年度から平成29年度までの
3年間における高齢者の保健福祉施
策を定める計画と介護保険の給付対
象となる介護サービスに関する計画
を一体的に策定するものです。

担当
グループ

高齢・介護グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11

（☎85 5 7 2 0 ・思81 3 2 9 3 ）
Ｅメール：kaigo@city.noboribetsu.lg.jp

社会福祉グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11
（☎85 1 9 1 1 ・思85 1 1 0 8 ）
Ｅメール：welfare@city.
noboribetsu.lg.jp

▶ 資料の閲覧　本案の全文は、市役所１階市民コーナー、各支所、市民会館、市立図書館、市民活動セン
ター、意見募集の各担当グループに備え付けるほか、市ホームページにも掲載します
▶ 意見の例　『○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくなる』、『条例案○条は、△△
と記載されているが、□□の理由から◇◇のような記載が必要ではないか』など、皆さんの意見をお寄
せください
▶ 意見の提出方法　各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名②住所③氏名④電話番号⑤
意見を記入し、各閲覧場所備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメールで各担
当グループに提出してください
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
▶ 意見に対する回答　寄せられた意見に対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、上記閲覧
場所に閲覧ファイルを備え付けます
※意見を提出した方に対して個別の回答は行いません。
※意見を提出した方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

▲ 各閲覧場所備え付けの『意見箱』
（例）

▲意見書（例）

15 パブリックコメント（意見公募）制度に基づき、皆さんからの意見を募集します

皆さんからの
意見を募集します



10/27～
11/25

　

10
月
18
日
㈯
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
『
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
人
材
育
成
研
修
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、

市
民
や
市
職
員
な
ど
合
わ
せ
て
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
必
要
性
や
理
念
、
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
な
ど
を
学
び
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
岡
山
洋
一
さ
ん
（
㈱
ア
ム
リ
プ

ラ
ザ
）
に
よ
る
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
、
対

等
な
立
場
で
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
研
修
会

私
が
ま
ち
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は

▲グループワークで協働のまちづくりへの理解を深める

　

10
月
27
日
㈪
か
ら
11
月
25
日
㈫
ま
で
、
市
内
10
会
場
で
各
地
区
と
の
『
平
成

26
年
度
地
区
懇
談
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
市
民
の
声
を
広
く
聴
き
、
市
の
施
策
形
成
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
地
区
ご
と
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
は
、
『
総
合
計
画
第
3
期
基
本
計
画
の
策
定
進
捗
状
況
』
や
『
新
し

い
除
雪
体
制
』
、
『
登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
』
な
ど
15
項
目
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

　

地
区
か
ら
は
、
防
災
対
策
な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

人
口
増
加
策
や
施
設
整
備
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
質
問
が
出
る
な
ど
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
平
成
2626
年
度
地
区
懇
談
会

年
度
地
区
懇
談
会

市
民
と
行
政
が

活
発
な
意
見
交
換

▲意見を述べる参加者（幌別西地区）

▲新生地区との地区懇談会

　

10
月
24
日
㈮
、
市
民
会
館
で
『
平
成
26
年
度
登

別
市
デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団

帰
国
報
告
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

8
月
11
日
㈪
か
ら
18
日
㈪
ま
で
、
登
別
市
の
友

好
都
市
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
を
訪
れ
て

い
た
中
学
生
9
人
が
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら

派
遣
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
仲
良
く
な
っ
て
い
く
様
子
や
、
リ
ン
ゲ
フ

リ
ー
校
の
生
徒
と
の
交
流
、
お
別
れ
の
前
に
手
紙

を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
思
い
出

し
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
帰
国
報
告
会

交
流
の
成
果
を

人
生
の
糧
に

10
 24

10
 18

▲多くの参加者を前に、デンマークでの交流の様子を報告

16 東　奔　西　走



▲真剣な表情で竹とんぼを作る参加者

11
 8

　

10
月
29
日
㈬
、
市
内
の
主
な
施
設
を
見
学
す
る
市
民

見
学
会
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
施
設
の
見
学
を
通
じ
て
市
政
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
市
民
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
幌
別
ダ
ム
、

太
陽
光
発
電
所
（
札
内
町
）
、
来
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の

キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
管
理
棟
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
「
長
く
登
別
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
初

め
て
行
っ
た
場
所
も
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
よ
り
、
市
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
8
日
㈯
、
東
京
・
羽
田
空
港
第
１
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
で
『
第
26
回
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
総
会
』

（
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
主
催
）
が
開
か
れ
、
会
員
や

関
係
者
83
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
首
都
圏
在
住
の
登
別
出
身
者
や
登
別
に

ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ
ん
に
よ
り
、
平
成
元
年
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
今
年
で
26
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

総
会
や
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
登
別
出
身
の
ハ
ワ

イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
石い

し

川か
わ

優ゆ

美み

さ
ん
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
風
に
味
付
け
さ
れ
た
鹿
肉

の
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
出
席
者
は
ふ
る
さ
と
登
別
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

第
26
回
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
総
会

平
成
26
年
市
民
見
学
会

ふ
る
さ
と
登
別
を

懐
か
し
む

知
ら
な
か
っ
た
！

ま
ち
の
新
た
な
一
面

▲参加者全員での鬼踊り

▲太陽光発電システムの説明に聞き入る参加者

10
 29

　

11
月
9
日
㈰
、
郷
土
資
料
館
で
、
体
験
学
習
『
竹
細

工
』
（
市
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
の
メ
ン
バ
ー
が
、
参
加
し
た
小
学

生
に
竹
で
動
く
4
種
類
の
お
も
ち
ゃ
の
製
作
を
通
じ
て
、

竹
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

竹
と
ん
ぼ
作
り
で
は
、
参
加
し
た
小
学
生
が
、
羽
に

丁
寧
に
紙
や
す
り
を
か
け
た
り
、
竹
を
火
に
当
て
て
角

度
を
つ
け
た
り
と
、
細
か
い
作
業
に
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
竹
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
体
験
学
習
『
竹
細
工
』

上
手
に
作
れ
る
か
な

11
 9

17 東　奔　西　走

スマートフォンで
動画を再生できます
１．GooglePlay・App
　　Storeから無料アプリ
　　『junaio』をダウン
　　ロード

２．必ずこのＱＲ
　　コードをスキャン

３．この左の写真に
　　スマートフォンをかざす
　　



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
23
回

　

冬
季
に
地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
起

こ
る
と
、
夏
季
と
は
違
っ
た
対
策
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

冬
季
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
適
切
な

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

冬
季
に
災
害
が

発
生
す
る
と
、
積

雪
や
寒
さ
に
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

冬
季
は
積
雪
や
路
面
凍
結
な
ど
に
よ
り

避
難
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
冬
季
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
や
研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て

町
内
会
な
ど
で
検
討
し
、
避
難
経
路
や
危

険
箇
所
な
ど
の
確
認
を
行
い
、
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

冬
季
の
防
災
対
策
を
考
え
る

冬
季
の
防
災
対
策
を
考
え
る

寒
さ
へ
の
対
策

○
防
寒
具
な
ど
の
用
意

　

災
害
が
発
生
し
、
避
難
所
で
生
活
す
る

と
き
や
、
暖
が
取
れ
な
い
状
況
で
自
宅
待

機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
体
を

温
め
、
体
温
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
非
常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
に
次
の

物
を
追
加
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

• 
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
帽
子
、
手
袋
、
厚
手
の

靴
下
な
ど
の
防
寒
具

• 

使
い
切
り
カ
イ
ロ

• 

毛
布

• 

ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
と
燃
料
な
ど

積
雪
へ
の
対
策

○
避
難
経
路
の
確
保

　

積
雪
に
よ
り
、
避
難
経
路
が
通
行
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
安
全
か
つ

迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
方
で
積
極
的
に
避
難
経
路
の
確
認

や
除
雪
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
滑
り
止
め
の
付
い
た

靴
を
履
き
、
転
倒
を
防
ぐ
な
ど
の
対
策
も

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

サークルメロウネット
　

『
サ
ー
ク
ル
メ
ロ
ウ
ネ
ッ
ト
』
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
、
仲
間
と
共
に
楽
し
く
活
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
3
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
毎
回
、
メ
ン

バ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
寄
り
、
相

互
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
パ
ソ
コ

ン
の
使
い
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
15
人
。
毎
月
第
3

水
曜
日
の
13
時
か
ら
17
時
ま
で
、
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
年
代
は
50
代
か
ら

80
代
ま
で
で
、
普
段
の
活
動
の
ほ
か
、

年
に
4
回
ほ
ど
親
睦
会
な
ど
を
開
い

て
い
ま
す
。

　

「
初
心
者
で
も
少
し
ず
つ
覚
え
て

い
け
る
よ
う
、
『
ま
ず
は
ゆ
っ
く
り

楽
し
く
』
を
方
針
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
仲
間
と
の

ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
る
の
で
、
頭
が

活
性
化
し
ま
す
よ
」
と
話
す
の
は
、

代
表
で
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
渡わ

た

邊な
べ

嬌き
ょ
う

子こ

さ
ん
。

　

こ
と
し
4
月
か
ら
活
動
に
参
加
し

て
い
る
安あ

部べ

嘉よ
し

孝た
か

さ
ん
は
、
「
サ
ー

ク
ル
で
は
共
通
の
趣
味
を
持
っ
た
仲

間
に
会
え
る
の
で
、
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

の
使
い
方
を
覚
え
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
楽
し
み
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
学
ん
で
、

ビ
デ
オ
の
編
集
や
孫
と
の
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
を
楽
し
ん
で
い
る
メ
ン

バ
ー
も
い
る
と
い
う
同
サ
ー
ク
ル
。

活
動
日
の
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

ま
で
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
、
渡
邊
さ

ん
（
☎
87
1
8
6
4
）
ま
で
。

▲ 誰でも参加できるパソコン教室

パソコンやネットワーク
でどんなことができるか
学び合っています

冬
な
ら
で
は
の
心
構
え

冬
季
の
防
災
訓
練

問
い
合
わ
せ

　

総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
１
１
３
０
）
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▲ 消防出初め式で行進する成田
さん（右）

　

「
消
防
団
員
に
な
っ
て
51
年
間
、
大

き
な
事
故
も
な
く
、
活
動
を
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
輩
の
皆
さ

ん
に
は
、
家
族
や
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

を
原
動
力
に
、
地
域
の
方
が
た
と
一
体

と
な
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
私
も
消
防
団
の
卒
業
生
と
し
て
、

協
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す

成
田
幸
久
さ
ん
。

　

消
防
団
に
入
団
し
た
翌
年
、
成
田
さ

ん
は
、
上
登
別
町
で
3
日
間
燃
え
続
け

た
山
火
事
の
現
場
に
出
動
し
、
消
火
活

動
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

「
無
理
を
せ
ず
、
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
よ
う
先
輩

か
ら
指
導
を
受
け
、
現
場
に
臨
み
ま
し

た
が
、
急
に
風
向
き
が
変
わ
り
、
火
が

一
気
に
燃
え
上
が
っ
て
自
分
に
迫
っ
て

き
た
と
き
に
は
、
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

当
時
は
大
き
な
火
災
や
災
害
が
多
く
、

消
防
団
も
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
ま
し

た
。
今
も
団
員
は
、
日
頃
か
ら
厳
し
い

訓
練
を
積
み
、
万
一
に
備
え
て
い
ま
す
。

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
郷
土
愛
の
精
神
で
、
安
全
・
安
心
な

市
民
生
活
を
守
る
お
手
伝
い
が
で
き
た

こ
と
は
、
良
い
思
い
出
で
す
」
と
、
自

ら
の
消
防
団
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
少
す
る
中
、

成
田
さ
ん
も
消
防
団
長
と
し
て
団
員
の

確
保
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

「
か
つ
て
、
団
員
の
ほ
と
ん
ど
は
自

営
業
の
方
で
し
た
。
徐
々
に
会
社
員
の

団
員
が
増
え
て
く
る
と
、
勤
務
中
に
火

災
や
災
害
が
起
き
て
も
職
場
を
抜
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
仕
事
で
訓
練
に
参
加

す
る
の
が
難
し
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、

仕
事
と
の
両
立
の
問
題
か
ら
、
団
員
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
防
災
意
識
が
高
い

方
も
、
勤
め
て
い
る
企
業
の
理
解
や
家

族
の
協
力
が
な
け
れ
ば
消
防
団
員
に
な

る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
市
民
に

密
着
し
た
活
動
を
通
し
、
消
防
団
の
活

動
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

消
防
団
を
支
え
る
大
き
な
力
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
」
と
、
消
防
団
活
動
の

活
性
化
に
期
待
す
る
成
田
さ
ん
。

　

ま
ち
の
安
全
・
安
心
を
願
い
な
が
ら
、

消
防
団
の
活
動
を
見
守
り
ま
す
。

郷
土
愛
の
精
神
で
安
全
・

安
心
な
市
民
生
活
を
守
る

市
民
の
理
解
が
消
防
団
を

支
え
る
大
き
な
力
に

成
なり

田
た

幸
ゆき

久
ひさ

さん（中央町）
　昭和38年から51年間にわたり、登別市
消防団で活動した成田幸久さんが、こと
し10月、活動の第一線を退きました。
　消防団員は、仕事の傍ら、消防署と連
携しながら、火災の消火や予防啓発をは
じめ、大規模災害では、救助、警戒巡視、
避難誘導など、さまざまな現場で活躍し、
市民やまちの安全・安心を守る重要な役
割を担っています。
　平成16年10月から10年間、登別市消防
団長も務め、団の先頭に立って活動を続
けてきた成田さんに、消防団への思いな
どを聞きました。

家族やふるさとへの
思いが消防団活動の
原動力

昭和16年、室蘭市生まれ。73歳。
幌別中学校、北海道室蘭商業高等学校を卒業後、昭和35年、
両親が経営する靴店で働き始め、店を継ぐ。長年、登別書道
連盟の会長を務め、現在も子どもたちに書道の指導を行う。
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を貼って出してください。

（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集１
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話のかけ間違いに十分注意してください。

殖
し
、
排
せ
つ
物
の
臭
い
や
庭
荒
ら

し
な
ど
近
所
へ
の
迷
惑
や
、
ノ
ミ
・

ダ
ニ
の
繁
殖
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
、
餌

を
与
え
て
い
た
人
が
飼
い
主
と
見
な

さ
れ
、
損
害
賠
償
の
請
求
が
認
め
ら

れ
た
判
例
も
あ
り
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

選
日
か
ら
１
週
間
以
内
に
搬
出
で

き
る
方

内 

容　

タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
ー
ブ

ル
、
自
転
車
な
ど

販 

売
価
格　

500
円
〜
（
自
転
車
な
ど

は
無
料
）

申 

し
込
み　

12
月
１
日
㈪
か
ら
12
日

㈮
ま
で
に
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
（
１
人

１
点
ま
で
）

問 

い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

季
の
生
活
に
必
要
な
灯
油
な
ど
の
購

入
費
と
し
て
、
特
別
生
活
資
金
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
し
ま
す
。

対 

象　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
世
帯
、
特
定
疾
患
患
者

世
帯

貸
付
限
度
額　

5
万
円

償 

還
期
間　

貸
付
日
の
翌
月
１
日
か

ら
12
カ
月
以
内

※ 

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
住
民

票
・
年
金
受
給
者
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
）
の
写
し
と
、
別
世
帯
の

保
証
人
が
１
人
必
要
で
す
。

申 
し
込
み　

3
月
31
日
㈫
ま
で
に
登

別
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
88
0

8
6
0
）

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
は
、

浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
維
持
し
、

異
常
や
故
障
な
ど
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
、
法
律
で

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
処
理
方
式

に
よ
り
決
め
ら
れ
た
回
数
を
、
浄
化

槽
の
清
掃
は
年
に
１
回
、
必
ず
行
い

ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

　

一
時
的
な
感
情
で
餌
を
与
え
る
こ

と
は
、
動
物
愛
護
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

餌
を
与
え
る
こ
と
で
野
良
猫
が
繁

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
は
、
散
歩
時
の

フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
責
任
を

も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

　

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
冬

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
難
視
対
策
の
た
め
の

各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
27
年
3
月

末
で
終
了
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
工

事
を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
12
月
末

日
ま
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
5
7
0

－

07

－

0
1
0
1
）

日
時　

12
月
13
日
㈯
10
時

場
所　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対 

象　

20
歳
以
上
の
方
で
、
抽
選
日

に
会
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
、
抽

浄
化
槽
管
理
者
は

保
守
点
検
・
清
掃
を

受
け
ま
し
ょ
う

野
良
猫
に
餌
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

守
っ
て
い
ま
す
か

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

特
別
生
活
資
金

（
冬
期
生
活
資
金
）
の

貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

地
デ
ジ
難
視
対
策
の

各
種
支
援
は
終
了
し
ま
す

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間
鷲別町　　
4～ 6丁目

１月 5日㈪～
1月10日㈯　

12月15日㈪～
12月26日㈮　

登別東町 １月12日㈪～
１月17日㈯　

12月22日㈪～
１月 9日㈮　

大和町、栄町、
若山町　　　

１月19日㈪～
１月24日㈯　

１月 5日㈪～
１月16日㈮　

新川町 １月26日㈪～
１月31日㈯　

１月13日㈫～
１月23日㈮　

20 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド



　

特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
が
従
業

員
の
市
・
道
民
税
を
給
与
か
ら
徴
収

（
天
引
き
）
し
、
納
税
義
務
者
で
あ

る
従
業
員
に
代
わ
っ
て
市
へ
納
入
す

る
制
度
で
す
。

　

ま
だ
特
別
徴
収
を
し
て
な
い
事
業

主
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
適
正
に
特

別
徴
収
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
5
5
）

象
者
が
拡
大
し
、
事
業
所
得
等
を
生

ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

室
蘭
税
務
署

 

（
☎
㉒
4
1
5
1
）

集
し
た
と
こ
ろ
、
9
件
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
次
年
度
へ

向
け
た
事
務
事
業
の
改
善
な
ど
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
意
見
の
要
旨
と
市
の
考
え

方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
市
役
所
市
民
コ
ー
ナ
ー
や

各
支
所
、
市
民
会
館
、
市
立
図
書
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
企
画
調
整
グ

ル
ー
プ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※ 
事
務
事
業
評
価
は
、
市
が
行
っ
た

事
務
事
業
の
有
効
性
や
必
要
性
を

客
観
的
に
評
価
・
点
検
す
る
こ
と

で
、
事
業
の
適
正
化
・
効
率
化
を

図
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
透

明
性
を
確
保
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

　

平
成
26
年
度
事
務
事
業
評
価
（
平

成
25
年
度
実
施
事
業
）
に
つ
い
て
、

9
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
意
見
を
募

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
案
内
文
や

申
請
書
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

申 

請
受
付
期
限　

１
月
6
日
㈫
（
消

印
有
効
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

 

（
☎
85
1
9
1
1
）

　

事
業
所
得
等
を
生
ず
べ
き
業
務
を

行
っ
て
い
る
白
色
申
告
の
方
で
、
前

々
年
分
ま
た
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の
合
計
額

が
300
万
円
を
超
え
る
方
な
ど
が
対
象

と
な
る
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
対

　

従
業
員
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す

る
義
務
の
あ
る
事
業
主
は
、
地
方
税

法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
、
原
則
と
し

て
、
給
与
か
ら
市
・
道
民
税
も
『
特

別
徴
収
』
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日 

時　

12
月
22
日

㈪
9
時
30
分
〜

12
時

場 

所　

イ
オ
ン
登

別
店

問 

い
合
わ
せ　

健

康
推
進
Ｇ 

（
し
ん
た
21
内
・
☎
85

0
1
0
0
）

　

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

7
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
6
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
6
期
）
の
納
期
限

は
12
月
25
日
㈭
で
す
。

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

4
期
）
の
納
期
限
は
１
月
5
日
㈪
で

す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
85
1
7
7
1
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）
、

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

意
見
公
募
の
結
果
を

公
表
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
期
限
を
再
延
長
し
ま
す

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
し
ま
し
た

市
・
道
民
税
の

特
別
徴
収
の
お
願
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る

と
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24
年
10
月

か
ら
、
事
前
の
申
し
込
み
に
よ
り
、

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

期
間　

平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で

※ 

審
査
の
結
果
に
よ
り
、
同
制
度
を

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
繰

り
上
げ
受
給
者
を
含
む
）
と
、
満

65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
を
有
し
て
い
る
方
は
、

同
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

 
（
☎
㉔
7
1
0
4
）

国
民
年
金
保
険
料
の

後
納
制
度
の
お
知
ら
せ
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募　

集

　

里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
制
度

や
要
件
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

北
海
道
室
蘭
児
童
相

談
所
（
☎
44
4
1
5
2
）
、
子
育

て
Ｇ
（
☎
85
5
6
3
4
）

に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
に
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い

理
解
を
持
っ
た
家
庭
環
境
の
下
で
の

養
育
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　

養
育
に
適
し
た
環
境
に
住
み
、
子

ど
も
へ
の
理
解
と
養
育
に
対
す
る
熱

意
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
推
奨
審
査

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
12
月
か
ら
１
月
に
か

け
て
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
26
年
12
月
31
日

で
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
調
査
内
容
の
秘
密
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
3
0
）

　

里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

応
募
説
明
会

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

•
一
般
保
証
適
用
の
場
合

経
営
状
況
に
応
じ
年
0
・
45
㌫
〜

１
・
90
㌫
（
9
段
階
）

•
特
例
保
証
適
用
の
場
合

年
0
・
60
㌫
〜
0
・
88
㌫

取
扱
期
間　

12
月
26
日
㈮
ま
で

※ 

北
海
道
信
用
保
証
協
会
の
申
し
込

み
受
け
付
け
が
取
扱
期
間
内
の
も

の
に
限
り
取
り
扱
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

北
海
道
中
小
企
業
課

 

（
☎
011

－

204

－

5
3
4
6
）

日
時　

12
月
5
日
㈮
18
時

場
所　

市
役
所

※ 

募
集
要
項
は
、
同
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局

（
商
工
労
政
Ｇ
内
・
☎
85
2
1
7

1
）

　

北
海
道
最
低
賃
金
は
、
特
定
の
産

業
を
除
く
、
道
内
で
事
業
を
営
む
使

用
者
と
そ
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

時
間
額　

748
円

効 

力
発
生
年
月
日　

平
成
26
年
10
月

8
日
㈬

問 

い
合
わ
せ　

室
蘭
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
㉓
6
1
3
1
）

対 

象　

道
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業
者
（
遊
興
娯
楽
な
ど
一
部

の
業
種
を
除
く
）

融
資
金
額

•
企
業　

3
千
万
円
ま
で

• 

組
合　

5
千
万
円
ま
で
（
転
貸
の

場
合
は
１
億
円
ま
で
）

資
金
使
途　

運
転
資
金

融
資
期
間　

１
年
以
内

融 

資
利
率　

各
取
扱
金
融
機
関
の
利

率
に
よ
り
ま
す

信
用
保
証

　

全
て
北
海
道
信
用
保
証
協
会
の
保

証
付
き
と
し
ま
す
。
信
用
保
証
料
率

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

中
小
企
業
年
末
金
融
を

実
施
し
ま
す

　ダイレクト納付とは、e
イータックス

‒Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して、
事前に届け出をした預貯金口座から税金を納付できるシステムです。
•ダイレクト納付のメリット
① 税務署や金融機関の窓口に出向くことなく、自宅や会社などから納付が可能
②インターネットバンキングの契約が不要
③即時または納付日を指定して納付することが可能
④税理士が納税者に代わって納付手続きを行うことが可能
•対象となる税目　全税目
※ e ‒ Taxに納付情報を登録する必要があります。登録方法は、e ‒ Taxホーム
ページでご確認ください。
•利用手続き
　e‒Taxの利用手続きをし、『ダイレクト方式電子納税届出書』を所轄の税務
署に提出する必要があります。
※提出してから利用可能となるまで、約１カ月かかります。
※ 利用可能な金融機関は、e‒Taxホームページ『利用可能金融機関一覧』でご
確認ください。
問い合わせ　室蘭税務署（☎㉒ 4 1 5 1 ）

便利なダイレクト納付をご利用ください

　

登
別
支
署
と
登
別
温
泉
支
署
を
再

編
し
た
統
合
支
署
の
建
設
を
よ
り
現

実
的
な
も
の
と
し
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
消
防
体
制
の
構
築
を
進
め
る

た
め
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
12
日
㈮
18
時

場
所　

婦
人
セ
ン
タ
ー

内 

容　

消
防
庁
舎
の
建
設
候
補
地
や

救
急
車
の
現
場
到
着
ま
で
の
所
要

時
間
の
比
較
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
、
意
見
交
換
な
ど

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

統
合
消
防
支
署
の
建
設
に

関
す
る
市
民
と
の
意
見
交
換
会
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中
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『
Ｇ
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は
『
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ル
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で
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『
問
い
合
わ
せ
』
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㈮
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
の
9
時
30
分
か
ら
15
時
55

分
ま
で

※ 

放
課
後
、
就
職
支
援
な
ど
を
実
施

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　

室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

対
象　

求
職
中
の
方

内 

容　

文
書
作
成
、
表
計
算
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
簿
記
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
職
場
見
学
な
ど

定
員　

10
人
（
選
考
あ
り
）

参 

加
料　

3
千
125
円
（
別
途
、
職
場

見
学
の
交
通
費
が
掛
か
り
ま
す
）

申 

し
込
み　

12
月
8
日
㈪
か
ら
１
月

5
日
㈪
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室

蘭
に
求
職
の
申
し
込
み
を
行
い
、

申
込
書
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る

ネ
ッ
ト
（
〒
050

－

0
0
8
3
室
蘭

市
東
町
4
丁
目
29

－

1
）
へ
持
参

も
し
く
は
郵
送

問 

い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く

る
ネ
ッ
ト
（
☎
57
6
0
1
4
）

ま
す
。

募 

集
期
間　

12
月
10
日
㈬
〜
１
月
9

日
㈮

※ 

資
料
と
募
集
要
領
は
、
12
月
10
日

㈬
か
ら
年
金
・
長
寿
医
療
グ
ル
ー

プ
で
配
布
す
る
ほ
か
、
北
海
道
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
広
域
連
合
（
☎
011

－

290

－

5
6
0
1
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）

日 

時　

１
月
27
日
㈫
か
ら
4
月
24
日

求
職
者
支
援
訓
練

受
講
生
募
集

平成27年度 登別地方高等職業訓練校の生徒を募集します

▶訓練科目・入校資格・訓練期間・定員
訓練科目 入校資格 訓練期間 定員

木造建築科
中学校卒業以上の学力のある方で、雇用保険
に加入している、またはしたことがある方

2年間
（昼間）

各10人

建築板金科
建築塗装科

建築設計科
高校卒業以上の学力のある方で、雇用保険に
加入している、またはしたことがある方

2年間
（夜間）

経理事務科 １年間
（夜間）ＯＡシステム科 20人

▶訓練期間・日時（土・日曜日、祝日を除く）
訓練期間 訓練日 訓練時間

昼間訓練の場合 5月～12月 月に 2日間 9時～17時１月～ 3月 月～金曜日
夜間訓練の場合 5月～ 3月 毎週　月・水・金曜日 18時～21時

▶受講料（年額）　１万円～ 6万円
▶申込期限　１月30日㈮
▶問い合わせ　登別職業訓練協会（☎85 1 4 5 0 ）

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
少
し
で
も
長
く

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
効
果
的

で
効
率
的
な
保
健
事
業
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
た
め
の
、
『
北
海
道
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保
健
事
業

実
施
計
画
（
案
）
』
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

同
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し

保
健
事
業
実
施
計
画
に
関
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

対 

象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
採
用

予
定
月
の
１
日
現
在
）
の
男
性

申
込
期
限　

12
月
18
日
㈭

試
験
日　

12
月
19
日
㈮
・
21
日
㈰

●
貸
費
学
生

対 

象　

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の

3
・
4
年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専

門
職
大
学
院
を
除
く
）
修
士
課
程

に
在
学
中
で
、
正
規
の
修
業
年
限

を
終
え
る
年
の
4
月
１
日
現
在
26

歳
未
満
（
修
士
課
程
は
28
歳
未
満
）

の
方

申
込
期
限　

１
月
9
日
㈮

試
験
日　

１
月
31
日
㈯

問 
い
合
わ
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
44
9
5
3
3
）

自
衛
官
採
用
試
験
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平成２７年１月から　

70歳未満の高額医療費の『自己負担限度額』が変わります

　国民健康保険の加入者で、同じ人が同じ月内に１つの医療機関に支払った自己負担額が限度額を超えた
場合、超過額が支給されます。平成27年１月から、所得区分を細分化することによって、それぞれの所得
に応じた負担になるように限度額が変更されます。

● 限度額適用認定証（住民税非課税世帯の方は『限度額適用・標準負担額減額認定証』）を提示すること
で、外来・入院とも個人単位で１つの医療機関の窓口での支払いは、それぞれ限度額までとなります。
● 現在、限度額適用認定証をお持ちの方へは、12月下旬に新しい限度額適用認定証を送付します。
● 限度額適用認定証の必要な方は、国民健康保険グループまたは各支所にて手続きをしてください（各支
所で手続きをした場合は、後日郵送にて交付します）。
【必要なもの】国民健康保険被保険者証、印鑑（朱肉を使うもの）

問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85 1 7 7 1 ）

【自己負担限度額（月額）】
区分 所得要件 限度額（受診 3回目まで） 限度額（受診 4回目以降）
Ａ

上位所得者
所得が
600万円超

15万円+
（総医療費－50万円）× 1% 8万3,400円

Ｂ
一般所得者

所得が
600万円以下

8万100円+
(総医療費－26万7,000円)× 1 % 4 万4,400円

Ｃ
低所得者 住民税非課税 3万5,400円 2 万4,600円

【自己負担限度額（月額）】
区分 所得要件 限度額（受診 3回目まで） 限度額（受診 4回目以降）

ア 所得が
901万円超

25万2,600円+
(総医療費－84万2,000円)× 1 % 14万100円

イ 所得が
600万円超、901万円以下

16万7,400円+
(総医療費－55万8,000円)× 1 % 9 万3,000円

ウ 所得が
210万円超、600万円以下

8万100円+
(総医療費－26万7,000円)× 1 % 4 万4,400円

エ 所得が
210万円以下 5万7,600円 4 万4,400円

オ 住民税非課税 3万5,400円 2 万4,600円

※所得とは、国民健康保険税の算定の基礎となる『基礎控除（33万円）後の総所得金額等』です。

変更前

変更後
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分譲済み 分譲地③

分譲地②

分譲地①

コープ
さっぽろ

㈱ホーマックニコット
出店予定地

至幌別

至白老

至登別温泉

至ＪＲ登別駅

婦人センター

登別マリンパーク
ニクス国道

36
号

市有地への進出企業を募集します

市有地を売却します

分譲地
番号 主な所在地

概略面積
備考

平方㍍ 坪

① 登別東町 3丁目10番 4 の内 4,750 1,440
第 2 種
住居地域② 登別東町 3丁目10番 4 の内 5,400 1,630

③ 登別東町 3丁目10番 4 の内 3,600 1,090

募集期間
１次：12月１日㈪～26日㈮
2次：１月19日㈪～ 2月13日㈮
3次： 3月 2日㈪～20日㈮
※ 全分譲地への進出企業が決定
次第、募集を終了します。

　

市
は
、
登
別
東
町
3
丁
目
で
分

譲
す
る
予
定
の
市
有
地
に
、
業
務

施
設
用
地
（
営
業
所
や
商
業
施
設

な
ど
）
と
し
て
進
出
す
る
企
業
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

分
譲
地
は
国
道
36
号
に
近
接
し
、

道
道
洞
爺
湖
登
別
線
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
道
央
自
動
車
道
登

別
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
車

で
約
3
分
の
、
物
流
の
利
便
性
に

優
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
登
別
温
泉
の
知
名
度

か
ら
海
外
観
光
客
も
多
く
、
観
光

客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
業
施

設
の
立
地
に
最
適
で
す
。

　

な
お
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
な

ど
、
工
作
物
施
設
の
建
設
は
で
き

ま
せ
ん
。

入札日時・場所　
　12月15日㈪13時30分・市役所第 2会議室
申 し込み方法　契約・管財グループ備え付けの用紙に必要事項を記入し、12月１日㈪から12日㈮まで
に契約・管財グループに提出してください
※ 申し込みには印鑑が必要です。
※ 申し込み者がいないときは、最低売却価額を契約額として、入札日の翌日から申し込み順で契約し
ます。

申 し込み方法　契約・管財グループ備え付けの用紙に必要事項を記入し、契約・管財グループに提出
してください
※申し込みには印鑑が必要です。

▶公募入札により売却する土地

▶申し込み順で売却している土地

問い合わせ　契約・管財グループ（☎85１１８４）

所在地番 面積 最低売却価額 用途地域 容積率 施設建ぺい率
若山町 1丁目
19番 1 外 1

  202.81㎡
 （61.35坪）   247万円 第 1種住居地域

200％
上下水道

 60％

所在地番 面積 売却価額 用途地域 容積率 施設建ぺい率
中登別町
219番 2

  301.70㎡
 （91.26坪）   180万円 第２種中高層

住居専用地域
200％

上水道
 60％

登別東町 5丁目
35番１外 2

2,584.56㎡
（781.83坪） 1,189万円 第１種中高層

住居専用地域
200％

上下水道
 60％

若山町１丁目
12番 7 外１

  173.22㎡
 （52.40坪）   279万円 第１種住居地域

200％
上下水道

 60％
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困った!
ときには まず相談

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 1 月17日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員： 6人（申し込み順）

1月 9日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

12月27日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

12月26日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

12月18日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

12月11日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜
納税相談窓口

12月18日㈭・19日㈮
…17時30分～20時
12月20日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

※ 12月27日㈯から
１月 4日㈰まで
休みます。

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

12月12日㈮・26日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

一日行政相談 12月15日㈪
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

氏名 住所 電話番号
森
もり

口
ぐち

　　達
さとる

鷲別町 ☎86７１４９

渋
しぶ

谷
や

　隆
りゅう

芳
ほう

登別温泉町 ☎84２３５９

髙
たか

橋
はし

　敏
とし

夫
お

中央町 ☎85３５６２

福
ふく

川
かわ

　喜
よし

衍
ひろ

美園町 ☎86２３７３

中
なか

山
やま

　晃
こう

一
いち

新生町 ☎86３１９０

永
なが

井
い

　延
のぶ

和
かず

片倉町 ☎85７６８９

筑
ちく

野
の

　榮
えい

子
こ

栄町 ☎86４０６０

粂
くめ

井
い

　孝
こう

子
こ

緑町 ☎85９６２０

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権擁護
に関わる活動を行っている『あなたの街の相談パート
ナー』です。
　家庭内のもめごとや、隣近所でのトラブルなど日常生
活のさまざまな相談をお受けしています。相談は無料で、
難しい手続きもありません。
　また、秘密は厳守しますので、困ったことがあるとき
には、お気軽にご相談ください。

人権擁護委員を紹介します
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き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

警
察
の
仕
事
見
学

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

12
月
9
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

対
象　

親
子

内 

容　

た
き
火
や
自
由
遊
び
を
行
い

ま
す

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
人
100
円

持 
ち
物　

汚
れ
て
も
よ
い
防
寒
着
、

長
靴
、
飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え

申 

し
込
み　

12
月
19
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日
時　

12
月
17
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所　

し
ん
た
21

対 

象　

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を

支
援
し
て
い
る
指
導
者
の
方
（
託

児
有
り
）

内 

容　

予
防
接
種
と
検
診
の
お
話

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み　

12
月
16
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日 

時　

12
月
20
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

日 

時　

12
月
20
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

内 

容　

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
に

挑
戦
し
ま
す

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

500
円

持 

ち
物　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・
靴
、

コ
ッ
プ
、
箸

申 

し
込
み　

12
月
19
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

日 

時　

12
月
10
日
㈬
10
時
〜
11
時
30

分
集
合
場
所　

室
蘭
警
察
署
駐
車
場

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4 カ月児健康診査

（平成26年 8 月16日～ 　　
 平成26年 9 月15日生まれ）

1月 8日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手

帳、バスタ
オル、替え
オムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成26年 3 月生まれ）

1月19日㈪
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成25年 6 月生まれ）

1月28日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手
帳、お子さ
んの歯ブラ
シ

3 歳児健康診査
（平成23年12月生まれ）

1月15日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

1月30日㈮
9時20分～
10時　　　

発育・発達・育児・
栄養などの相談

母子健康手
帳

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

27 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



〜
12
時
30
分

場
所　

し
ん
た
21

対 

象　

小
学
生
（
小
学
3
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

内 

容　

お
に
ぎ
り
、
ス
ー
プ
、
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
パ
フ
ェ
を
作
り
ま
す

定
員　

各
日
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
人
300
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
上

靴
申 

し
込
み　

12
月
26
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
・
渡
辺
さ
ん
（
☎
86
2
7
5
5
）

場
所　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対 

象　

市
内
に
居
住
す
る
2
・
3
歳

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容　

雪
遊
び
、
そ
り
遊
び

定
員　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え
、

防
寒
着

申 

し
込
み　

12
月
8
日
㈪
か
ら
12
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

日
時
・
場
所

• 

12
月
3
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

• 

12
月
10
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

• 

12
月
17
日
㈬
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

な
す

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ

合
う
場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と

し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会

場
に
伺
い
ま
す

持 

ち
物　

上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護

者
と
も
）

※ 

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
時
・
対
象

• 

１
歳
児
グ
ル
ー
プ　

１
月
27
日
か

ら
2
月
24
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
・

１
歳
6
カ
月
か
ら
2
歳
5
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

• 

0
歳
児
グ
ル
ー
プ　

１
月
29
日
か

ら
2
月
26
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
・

10
カ
月
か
ら
１
歳
2
カ
月
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

場
所　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内 

容　

手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
体
操
、

絵
本
、
製
作
な
ど

定
員　

各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

12
月
15
日
㈪
か
ら
19
日

㈮
9
時
か
ら
17
時
ま
で
に
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7

1
5
）

日
時　

12
月
19
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

フ
ラ
ワ
ー
紙
を
使
っ
て
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
80
2
7
7
2
）

日 

時　

１
月
20
日
㈫
9
時
30
分
〜
12

時
30
分

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
あ
そ

び
の
広
場
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

お
楽
し
み
デ
ー
『
ク
リ
ス
マ
ス
制
作
』

子
育
て
講
座
『
雪
と
遊
ぼ
う
』

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

12月 7 日㈰
9時～11時

金子歯科医院 （☎44２６２１）
室蘭市東町 4丁目18－18
三国ファミリー歯科 （☎86１１１１）
登別市美園町 4丁目 2－12

12月14日㈰
9時～11時

谷口歯科 （☎㉓９０９０）
室蘭市御前水町 2丁目 1－16
福田歯科医院 （☎０１４２㉓４１０７）
伊達市錦町92－ 7

12月21日㈰
9時～11時

川本歯科医院 （☎45０６５６）
室蘭市中島町 2丁目11－14

12月23日㈫
9時～11時

エルム歯科中央診療所 （☎㉒８８２８）
室蘭市幸町 5－ 3

12月28日㈰
9時～11時

工藤歯科医院 （☎45７６６７）
室蘭市中島町 1丁目23－25

12月31日㈬
9時～11時

高砂歯科医院 （☎45８６２２）
室蘭市高砂町 5丁目31－12
飯渕歯科医院 （☎83１１８８）
登別市登別東町 3丁目 2－ 2
さくら歯科・矯正歯科 （☎０１４２㉑４１０８）
伊達市舟岡町208－27

12月の歯科救急医療 日 

時　

１
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮
10
時

食
育
親
子
料
理
教
室

28 すくすく子育て　いきいき健康
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健
　
　
康

い
き
い
き

民
館

▼ 

対
象　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
方

※ 

同
じ
年
度
内
に
特
定
健
診
・
健
康

診
査
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
検
査
項
目

必 

須
項
目　

身
体
・
血
圧
・
視
力
・

聴
力
測
定
、
尿
・
血
液
（
血
糖
、

脂
質
、
肝
・
腎
機
能
、
貧
血
）
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
大
腸
が
ん

検
診
（
便
潜
血
）
、
肺
が
ん
検
診

選 

択
項
目　

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ

ム
）
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳

以
上
の
男
性
で
、
治
療
中
で
な
い

方
）

▼ 

検
査
料
金　

１
千
円
（
選
択
項
目

は
無
料
）

※ 
保
険
税
（
料
）
の
滞
納
が
あ
る
方

は
、
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

▼ 

定
員　

各
日
30
〜
50
人
（
申
し
込

み
順
）

▼ 

持
ち
物　

特
定
健
診
ま
た
は
健
康

診
査
の
受
診
券

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
し
込
み　

12
月
5
日
㈮
か
ら
１

月
23
日
㈮
ま
で
に
国
民
健
康
保
険

Ｇ
（
☎
85
1
7
7
1
）
ま
た
は
年

金
・
長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3

7
）

▼
月
日
・
場
所

• 

2
月
16
日
㈪
・
市
民
会
館

• 
2
月
17
日
㈫
・
婦
人
セ
ン
タ
ー

• 
2
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭
・
鷲
別
公

日
時　

12
月
20
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

内 

容　

絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

遊
び
、
ホ
ー
ル
遊
び
、
製
作
な
ど

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
80
2
7
7
2
）

千
円
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
せ
ん
か

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

◎インフルエンザ
　感染すると、38度以上の発熱、頭痛、
関節痛、筋肉痛など全身の症状が突然現
れ、のどの痛み、鼻汁、咳などが出ます。
•帰宅時、うがいや手洗いをする
•部屋の湿度を50㌫から60㌫に保つ
•十分な休養とバランス良く栄養をとる
•人混みへの外出を控える
•外出時はマスクを着用する
•予防接種を受ける
◎ノロウイルス
　感染力が強く、吐き気や嘔

おう

吐
と

、下痢、
腹痛が１・ 2日続き、回復後も数週間は、
ふん便の中にウイルスの排せつが続くこ
とがあります。
•しっかりと手を洗う
•食品などは十分に加熱する
• ふん便や嘔

おう

吐
と

物の処理には使い捨てのマスクと手袋を着用す
る

• 嘔
おう

吐
と

物で汚れた床は、漂白剤を含ませた布で浸すように拭き、
じゅうたんなどは、85度で１分以上スチームアイロンをかけ
る

問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

冬に流行する病気を予防しましょう

▶今回の改正により新たに手当を受け取れる場合
　• 子どもを養育している祖父母などが、児童扶
養手当額に満たない老齢年金を受給している
場合。

　• 父子家庭で、子どもが児童扶養手当額に満た
ない遺族厚生年金のみを受給している場合。

　• 母子家庭で、離婚後に父が死亡し、子どもが
児童扶養手当額に満たない遺族厚生年金のみ
を受給している場合など。

▶支給開始日
　手当は申請の翌月分から支給開始となります。
ただし、これまで公的年金を受給していたこと
により児童扶養手当を受給できなかった方のう
ち、平成26年12月 1 日に支給要件を満たしてい
る方が、平成27年 3 月までに申請した場合は、
平成26年12月分の手当から受給できます。その
際、平成26年12月から平成27年 3 月分の手当は、
平成27年 4 月に支払われます。

　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、遺族補償など）を受給する方は、児童扶養手
当を受給できませんでしたが、12月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い方はその差額分の児童扶
養手当を受給できるようになります。児童扶養手当を受給するためには、市への申請が必要です。
※受給している年金額が手当額に満たないかどうかは、子育てグループへ問い合わせください。

〈参考〉児童扶養手当の月額（平成26年 4 月～）
● 子ども１人の場合　全部支給： 4 万1,020円　　一部支給：9,680円～ 4 万1,010円（所得に応じて
決定）
●子ども 2人以上の加算額　 2人目：5,000円、 3人目以降：１人につき3,000円

12月1日から
『児童扶養手当法』の一部が改正されます

問い合わせ
子育てグループ
（☎85５６３４）

29 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき



１２
月
号

月 

日　

12
月
6
日
㈯
〜
20
日
㈯
（
最

終
日
は
16
時
ま
で
）

場
所　

市
立
図
書
館

日
時　

12
月
17
日
㈬
10
時
30
分

日
時　

12
月
13
日
㈯
14
時

場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

12
月
20
日
㈯
13
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

12
月
27
日
㈯
15
時

場
所　

市
立
図
書
館

内 

容　

館
内
案
内
や
利
用
者
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
っ
た
検
索
方
法
紹
介

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時
・
内
容　

12
月
21
日
㈰

• 

10
時
30
分
①
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
、
②
神
様
が

く
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

• 

13
時
③
素
晴
ら
し
き
哉
、
人
生
！

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

①
・
②
は
、
幼
児
か
ら
小
学

生
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

12
月
19
日
㈮
13
時
〜
15
時

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
、
市
立
図
書
館
を
休
館
し
ま

す
（
今
月
は
26
日
㈮
）
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

場
所　

市
立
図
書
館

対
象　

乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

場
所　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
居
住
の
方

内 

容　

シ
ク
ラ
メ
ン
や
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
な
ど
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植

え
を
作
り
ま
す

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

2
千
円
（
材
料
費
）

持 

ち
物　

薄
手
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
剪

定
ば
さ
み
、
筆
記
用
具

申 

し
込
み　

12
月
8
日
㈪
か
ら
12
日

㈮
ま
で
の
9
時
か
ら
17
時
ま
で
に

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

『
小
・
中
学
生
の
読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
』
展
示

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

『
小
・
中
学
生
の
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
』

入
選
者
表
彰
式

お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

図
書
館
ツ
ア
ー
と
利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

映
画
会

冬
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

市
立
図
書
館
休
館
情
報

休館情報
市民プール『らくあ』

●全館休館
•12月14日㈰
　（水泳大会開催のため）
•12月15日㈪・16日㈫
　（保守点検のため）
※ プールやトレーニングルー
ムの利用はできません。
●プールのみ休館
•12月17日㈬～29日㈪
　（保守点検のため）
※ トレーニングルームは通常
営業します。
問 い合わせ　社会教育グルー
プ（☎88 1 1 2 9 ）

日時　１月11日㈰13時～
　　　（12時から受け付け）
場所　市民会館大ホール
対 象　平成 6年 4月 2日～平成 7年 4月１日生まれの方
※対象者には12月に案内状を郵送します。
※ 成人の日は１月第 2月曜日ですが、登別市では例年、
前日の日曜日に実施しています。お間違いのないよう
ご注意ください。
※ 市外に住民票がある方もご連絡いただければ出席でき
ます。詳しくは問い合
　わせください。
※駐車スペースに限りが
　ありますので、公共交
　通機関や乗り合いでご
　来場ください。

問い合わせ　社会教育Ｇ
（☎88１１５４）

平成27年 登別市成人祭
『S

し ゃ か い

HAKAI N
の

O H
は じ ま り

AJIMARI』～可能性は夢限大～

30 わくわくおでかけナビゲーション

『
申
し
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中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



月
日　

12
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

場
所　

ア
ー
ニ
ス

時
間
・
内
容
な
ど

※
会
場
に
て
先
着
順
で
受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
労
政
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
7
1
）

日 

時　

１
月
17
日
㈯
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

内 

容　

講
演
会
（
ア
イ
ヌ
語
地
名
研

究
者
の
山や

ま

田だ

秀ひ
で

三ぞ
う

氏
の
業
績
な
ど
）

定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み　

１
月
16
日
㈮
ま
で
に
社

会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

日
時　

12
月
13
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所　

と
も
か
な

内 

容　

介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

思
い
や
悩
み
を
話
し
合
い
ま
す

定
員　

6
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

250
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申 

し
込
み　

12
月
11
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

日 

時　

12
月
14
日
㈰
10
時
〜
11
時
30

日
時　

12
月
20
日
㈯
13
時
30
分

場
所　

鷲
別
公
民
館
１
階
和
室

対 

象　

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）

内
容　

パ
ネ
ル
、
絵
本
な
ど

日
時　

12
月
20
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
・
対
象　

と
も
か
な
・
男
性

内 

容　

夕
食
の
お
か
ず
１
品
と
酒
の

さ
か
な
を
作
り
ま
す

定
員　

6
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
千
500
円

申 

し
込
み　

12
月
18
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

日
時　

12
月
20
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所　

郷
土
資
料
館

対 

象　

小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参 

加
料　

200
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

申 

し
込
み　

12
月
2
日
㈫
か
ら
14
日

㈰
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
88
1

3
3
9
）

日
時
・
内
容

①
１
月
8
日
㈭
・
本
立
て
製
作

② 

１
月
9
日
㈮
・
写
真
立
て
他
製
作

※
時
間
は
①
・
②
と
も
10
時
〜
12
時
。

対 

象　

小
・
中
学
生
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定 

員　

①
15
人
、
②
30
人
（
申
し
込

み
順
）

参
加
料　

①
・
②
と
も
300
円

申 

し
込
み　

12
月
9
日
㈫
か
ら
27
日

㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
88
1

3
3
9
）

問 

い
合
わ
せ　

お
は
な
し
り
ぼ
ん
・

松
平
さ
ん
（
☎
86
2
3
3
4
）

分
集
合
場
所　

幌
別
川
白
鳥
テ
ラ
ス

内 

容
・
持
ち
物　

鳥
を
見
な
が
ら
土

手
道
を
歩
き
ま
す
・
防
寒
着

問 

い
合
わ
せ　

自
然
愛
好
グ
ル
ー
プ

ヨ
シ
キ
リ
の
会
・
伴
野
さ
ん
（
☎

85
7
5
1
5
）

登
別
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス

（
n-

aエ

ア
i
r
）

子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

ア
イ
ヌ
文
化
講
座

〜
学
ん
で
わ
か
る
ア
イ
ヌ
文
化
〜

元
気
に
介
護
の
会

幌
別
川
バ
ー
ド
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

絵
本
ま
つ
り

男
の
料
理
教
室

お
餅
つ
き
と
郷
土
カ
ル
タ
取
り

冬
休
み
工
作
教
室

登別スキー連盟　－ジュニアレーシング－

男性の料理教室『ママジャマ会』

　基礎からアルペン競技を中心としたスキークラブで
す。小学生から中学生の会員を募集しています。
▶ 活動日　12月下旬～ 3月下旬の土・日曜日、祝日、
年末年始
▶場所　サンライバスキー場
▶会費　 1万5,000円（保険料を含む、リフト代別途）
▶ 問い合わせ　登別スキー連盟・杉本さん（☎86 1 9
4 4 ）（19時～21時）

　男性講師の指導で、身近な食材を使った、おいしく
短時間でできる家庭料理を学びます。
▶活動日　毎月第 2日曜日10時～12時
▶場所　胆振地方男女平等参画センター
▶費用　月額1,500円
▶申し込み　ママジャマ会・古川さん（☎87 1 6 7 5 ）

会 員 募 集

　『子宝もちつき舞』の披露や甘
酒・おしるこのサービスを行いま
す。
日時　１月１日㈭
　11時15分～12時
場所　泉源公園
問い合わせ　
　登別観光協会
（☎84３３１１）

元旦縁起もちつき

プログラム 内容・講師 時間 対象・定員

オリジナルサ
ンタを作ろう

流木などを使って手のひらサイ
ズのサンタクロースの人形を制
作します・福

ふく

江
え

良
よし

純
ずみ

さん ●13日㈯
　10時～12時
　13時～15時
　16時～18時
●14日㈰
　10時～12時

小学 4年生以上・各回
10人

ステキなツリ
ーを作ろう

緩衝剤や毛糸、ビーズを使った
クリスマスツリーを制作します
・福

ふく

江
え

良
よし

純
ずみ

さん
幼児から小学 3年生と
その保護者・各回15組

くっつけ　く
っつけ

参加者全員で、エコ素材を使っ
た大きな作品を制作します・福

ふく

江
え

良
よし

純
ずみ

さん
各回20人

お店に絵を描
こう

講師と一緒にアーニス 2階のガ
ラス面に絵を描きます・笹

ささ

森
もり

花
はな

絵
え

さん
●13日㈯・14日㈰
　10時～18時

小学生（小学１年生か
ら 3年生までは保護者
同伴）・各日10人
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市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

日時　12月19日㈮10時～12時
内容　いろいろな葉で絵を描きます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料代）
持ち物　はさみ、おしぼり
※詳しくは問い合わせください。
申し込み　12月16日㈫までに市民活動センター
　 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　12月25日㈭19時～20時30分
内容　画像ソフトとプリント
定員　15人（申し込み順）
※初めての方を優先します。
参加料　500円
持ち物　デジタルカメラ、ノート、筆記用具
申し込み　12月22日㈪までに市民活動センター
　 （☎83 6 8 6 6 ）

日 時　12月15日㈪13
時30分～15時30分　
内 容　楽しく粋な江
戸芸を踊ります
定 員　15人（申し込
み順）
持 ち物　動きやすい
服装、日本手拭い
申し込み　12月12日㈮までに市民活動センター
　 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　12月13日㈯10時～　
　12時
内容　粘土で花瓶などを
　作ります
定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円（粘土代など）
持ち物　手拭い
申し込み　12月10日㈬までに市民活動センター
　 （☎83 6 8 6 6 ）

日 時　12月17日㈬10時
～12時
内 容　楷書や行書を学
びます
定 員　15人（申し込み
順）
持 ち物　すずり、墨液、筆（大・小）、文鎮、下
敷き、半紙、新聞紙
申し込み　12月15日㈪までに市民活動センター
　 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　12月15日㈪18時30分～20時30分
内 容　『スポーツのチカラでまちをひとつに』を
テーマに、高

たか

橋
はし

一
かず

栄
え

さん（登別市体育協会会長）
が講師となり講演を行います。また、研修では、
事業の設計図を作成するグループワークを行い
ます

定員　30人（申し込み順）
問 い合わせ　12月12日㈮までに市民活動センター 
 （☎83 6 8 6 6 ）

のぼりん文化講座

のぼりんナイトカルチャー

のぼりんイベント

葉画教室

初心者向けデジタルカメラ教室
第 3回（全 3回開催）

かっぽれ

陶芸教室

初心者書道教室
市民活動養成講習会

周波数84.2メガヘルツ
室蘭まちづくり放送㈱（☎84１６６２）
▶市からのお知らせ特大号『防災』
　12月25日㈭　17時30分
▶市からのお知らせ
月・木曜日（各日 2回） 7時57分、
17時51分
問い合わせ　
　企画調整グループ（☎85６５８６）

　　　　　　　　で　　　　　　　　で
市からのお知らせを放送しています市からのお知らせを放送しています

市からのお知らせや
季節のイベント情報、
まちの話題などをお
届けしています。
ＱＲコードや
ウェブでアク
セスしてくだ
さい。

市のフェイスブックで市内の情報を発信中！

https://www.facebook.com/noboribetsu.city
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こうに遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎85 2 5 6 9

ほかにもいろいろなプログラムを企画しています。詳しくはふぉれすと鉱山に問い合わせください。

日時　12月 4 日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
内容　鉱山町の歴史を巡るガイドウォークです
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、防寒着
申し込み　12月１日㈪までにふぉれすと鉱山

日時　12月12日㈮10時～12時30分
対象　未就園児とその保護者
内 容　木を使ってクリスマス飾りやキーホルダー
を作ります

参加料　１組300円（１人増えるごとに100円）
持 ち物　汚れてもよい服装、軍手、防寒着・防寒
具、昼食、飲み物

申し込み　12月 9 日㈫までにふぉれすと鉱山

日時　12月18日㈭10時～12時
対 象　 4歳以上の方（小学 4年生以下は保護者同
伴）

内 容　自動撮影装置を使って撮影した映像から、
野生動物の知られざる生態を調査します

参加料　100円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着、飲み物
申し込み　12月15日㈪までにふぉれすと鉱山

日時　12月20日㈯10時～12時
内 容　冬の里山の整備を行い、たき火でおやつを
楽しみます

定員　30人（申し込み順）
参加料　200円（18歳以下100円）
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、昼食
申し込み　12月17日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　12月23日㈫13時30分～17時
内 容　クリスマスのものづくりプログラムを楽し
みます

参加料　参加プログラムによって異なります
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着・防寒具
※当日、直接会場にお越しください。

日時　12月11日㈭10時～14時
対象　18歳以上の方
内 容　たき火を使ったダッチオーブン料理や、野
外道具を使った調理を行い試食します
定員・参加料　15人（申し込み順）・800円
申し込み　12月 9 日㈫までにふぉれすと鉱山

日時　12月 7 日㈰12時30分～15時
対 象　 5歳から小学 2年生までの子どもとその保
護者
内 容　大人は木工クラフト、子どもはクリスマス
用のリースを作ります
定員・参加料　10組（申し込み順）・１人200円
持ち物　汚れてもよい服装、飲み物
申し込み　12月 4 日㈭までにふぉれすと鉱山

日時　12月 6 日㈯10時30分～15時
対象　子育て中の方、子育て支援に携わる方
内 容　子どもに大切な遊びの場について考えます。
午後は、木工やダッチオーブンの体験会を行い
ます（託児を行います）
定員　50人（申し込み順）
参加料　300円（18歳以下100円）
持ち物　野外で活動できる服装、靴、昼食
申し込み　12月 4 日㈭までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク－h
ヒ ス ト リ ー

istory w
ウ オ ー ク

alk－ 森のサロン

FKR‘14　野生動物生息調査

里山づくりの日

クリスマスイベントたまにはアウトドアライフ

森ン子くらぶ

子育てフォーラム

◎ 

地
域
懇
談
会

　

11
月
4
日
㈫
か
ら
8
日
㈯
に
か

け
て
、
在
校
生
の
保
護
者
と
地
域

懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
10
月

に
は
、
旭
川
・
北
見
・
釧
路
・
帯

広
で
行
い
、
今
回
は
青
森
・
函
館
・

札
幌
・
登

別
で
の
開

催
で
し
た
。

　

教
員
か

ら
、
学
生

の
普
段
の

様
子
や
成

績
、
就
職

活
動
や
部

活
動
・
課

外
活
動
の
こ
と
な
ど
を
保
護
者
の

方
へ
お
伝
え
す
る
も
の
で
、
直
接

話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
遠
方
の

保
護
者
の
方
に
は
、
好
評
の
懇
談

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

12
月
の
体
験
入
学

• 

13
日
㈯
・
20
日
㈯

　

11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※12月27日㈯から１月6日㈫までは、年末年始のため休みます。
※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）
●学習机（木製）●折り畳み式食卓テーブル（木製・茶色）●座卓用
藤テーブル（直径88㌢㍍・ガラス張り）●日本人形（ガラスケース入
り）（高さ50㌢㍍、高さ40㌢㍍）各１体●ジューサー●鏡台（引き出
し付き・110×65×35㌢㍍）●テレビ台（50×41×115㌢㍍）、（灰色・
100×42×40㌢㍍）●スチール製脚立（23×47×88㌢㍍）●学生用革
靴（28㌢㍍）●布製陸上競技用靴（26.5㌢㍍）●電子ピアノ●カメラ
（フラッシュ付き）●大正琴●革靴（黒色・24.5㌢㍍・ 3足）、（黒
色・26.5㌢㍍）、（茶色・26.5㌢㍍）●囲碁セット●将棋セット●ス
ピーカー（39×27×26㌢㍍）●歩くスキーセット（青・靴25㌢㍍）
●ウオーキングシューズ（茶色・26.5㌢㍍）●円筒用はしご（取り付
けセット・184㌢㍍）●車のチェーン（65～13㌢㍍）●ムード音楽レ
コード（12枚セット）●グレンミラーレコード（１枚）●壁かけ鏡
（だ円形・80×50㌢㍍）●ゴルフセット（男子用）●婦人用自転車
●地球儀（直径32～33㌢㍍）●健康器具（室内自転車）●スチール製
ストーブガード（87×62×65㌢㍍）●白雪幼稚園男子制服（冬用・夏
用）各一式

ゆずってください（買います）
●クラシック音楽オルゴール●キーボード●バイオリン（デッサン用）
●男子用靴（黒、21・22㌢㍍）●男子用ワイシャツとネクタイ（身長
120㌢㍍）●婦人用自転車（26㌅）●鉄瓶●灯油タンク（50㍑入）
●白菊幼稚園制服（男子用ズボン120㌢㍍）●切手アルバム

物語のおわり

鹿の王（上・下）

　湊
みなと

　かなえ 著

上
うえ

橋
はし

菜
な

穂
ほ

子
こ

 著

　妊娠 3カ月でがんが発覚した
智子、娘のアメリカ行きを反対
する木水…。迷いを抱えた人々
が向かった先は、北海道。旅の
途中で手渡されたのは、未完の
小説だった。

　故郷を守るため、戦いを繰り
広げた戦士団の頭ヴァンは岩塩
鉱にとらわれていた。ある夜、
不思議な犬たちが岩塩鉱を襲い、
謎の病が発生する。その隙に逃
げ出したヴァンは幼子を拾い、
育てるが…。

◇にじいろガーデン 小
お

川
がわ

　　糸
いと

 著
◇億

おくおとこ

男 川
かわ

村
むら

　元
げん

気
き

 著
◇月は誰のもの 宇

う

江
え

佐
ざ

真
ま

理
り

 著

◇おはなしきょうしつ さいとう しのぶ 作・絵
◇希望の牧場 森

もり

　絵
え

都
と

 作　吉
よし

田
だ

尚
ひさ

令
のり

 絵
◇かえるの竹取ものがたり 俵

たわら

　万
ま

智
ち

 文　斎
さい

藤
とう

隆
たか

夫
お

 絵

ア
イ
シ
ン
精
機
㈱
登
別
事
業
所

は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
従
業
員
が

8
万
人
を
超
え
る
世
界
的
な
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
同
社
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
関
連
部
門
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
主
に
光
通
信
用
機
器
な
ど
の

冷
却
に
使
わ
れ
る
、
ペ
ル
チ
ェ
と

い
う
部
品
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

ペ
ル
チ
ェ
は
緻
密
な
温
度
調
整
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
接
続
を
高
速
化
す
る
た

め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
所
長
の
平ひ

ら

田た

幸ゆ
き

彦ひ
こ

さ
ん
。
同
事
業
所
は
早
く

か
ら
ペ
ル
チ
ェ
実
用
化
に
向
け
て

の
研
究
に
取
り
組
み
、
多
品
種
少

量
生
産
を
続
け
、
今
で
は
光
通
信

用
途
で
の
国
内
シ
ェ
ア
第
2
位
を

誇
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
所
の
製
品
は
、
最
少
サ

イ
ズ
が
0
・
3
㍉
㍍
四
方
と
微
小

で
あ
る
た
め
機
械
で
は
組
み
立
て

が
困
難
で
、
製
造
に
は
繊
細
な
手

仕
事
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
製
造
現

場
で
は
地
元
出
身
の
女
性
職
員
が

多
く
活
躍
し
、
製
品
の
信
頼
性
と

技
術
を
高
め
る
努
力
を
日
々
重
ね

て
い
ま
す
。

「
何
よ
り
人
を
大
切
に
考
え
て

い
ま
す
。
職
員
が
安
全
安
心
に
、

そ
し
て
楽
し
く
働
く
こ
と
が
で
き

る
職
場
づ
く
り
が
私
の
最
大
の
役

目
で
す
」
と
、
平
田
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

【沿革】
平成 3年　創業
平成13年　アイシン精機株式会社登別事業所

設立
【アイシン精機株式会社】
所 在 地　千歳町 2丁目 6－11
電話番号　81２０７７
事業内容　冷却用電子部品の製造・販売など

企業編⑳　アイシン精機㈱
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

ふ
れ
あ
い
、
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り

町
内
会
の
広
場
で
『
い
い
汗
・
い
い
笑
顔
』

　

高
齢
者
の
方
33
人
を
招
き
、
会
食

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
『
け
い

あ
い
』
の
協
力
で
、
音
楽
療
法
士
に

よ
る
歌
唱
指
導
や
太
鼓
を
叩
く
リ
ズ

ム
体
操
な
ど
、
体
を
動
か
し
た
運
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
福
祉
婦
人
部
手
作
り
の
料

理
を
味
わ
い
、
お
な
か
も
心
も
満
た

さ
れ
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
し
た
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
23
回
目
を
迎
え
る
秋
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
、
約
100
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

4
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
色
水
を
運
ぶ
リ
レ
ー
で
は
、

子
ど
も
が
真
剣
に
コ
ッ
プ
を
持
っ
て

競
技
に
参
加
す
る
姿
に
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
空
の
下
、
焼
き
そ
ば
や

豚
汁
を
食
べ
、
楽
し
い
交
流
と
親
睦

を
深
め
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

美
園
南
町
内
会

 

会
長　

岸き
し　

　

正ま
さ

治は
る　

　

片
倉
町
内
会

 

会
長　

佐さ

さ々

木き

勇ゆ
う

司じ　
　

地
域
の
絆
を
深
め
る
文
化
祭

13
町
内
会
役
員
が
親
睦
を
深
め
る

　

11
月
2
日
㈰
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
、
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町

内
会
（
8
単
位
町
内
会
）
の
第
10
回

市
民
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
展
示
や
ジ
ェ
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー

ジ
部
門
で
は
、
幌
別
東
小
学
校
の
児

童
に
よ
る
マ
ー
チ
の
演
奏
や
大
正
琴

演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
演
奏
の
発
表
が
あ

り
、
楽
し
い
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

幌
別
西
地
区
連
合
町
内
会
で
は
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報

交
換
と
交
流
を
深
め
る
親
睦
会
を
10

年
以
上
続
け
て
お
り
、
こ
と
し
は
、

カ
ル
ル
ス
町
の
旅
館
で
開
催
し
、
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
は
、
町
内
会
活
動
で

の
悩
み
や
町
内
会
で
の
自
慢
の
活
動

も
披
露
し
、
活
動
を
行
う
上
で
参
考

に
な
る
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

 

婦
人
部
長　

對つ
し

馬ま　

敬け
い

子こ　
　

幌
別
西
地
区
連
合
町
内
会

 

会
長　

三み

浦う
ら　

忠た
だ

夫お　
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▶月日　 2月 8日㈰
▶ 場所　大滝総合運動公園長流川ほ
か

▶ 種目　スキーマラソン…男子15・
30㌔㍍、女子15㌔㍍（年齢区分あり）

　歩くスキー… 3・ 6・ 8㌔㍍
▶ 申し込み　12月31日㈬までに事務
局などに備え付けの専用申込書、
または 1 月 9 日㈮までにウェブ
（http://runnet.jp/）で提出

▶ 問い合わせ　同実行委員会事務局
（伊達市大滝総合支所内・☎ 0 1
4 2 68 6 1 1 1 ）

クリスマスグッズをつくろう！ 第25回おおたき国際スキーマラソン
参加者募集

　萩の里自然公園のつる植物やまつ
ぼっくりなどを使って、リースやツ
リーを作りましょう。小さなお子さ
んも参加できます。
▶日時　12月20日㈯ 9時45分～12時
▶ 場所　萩の里自然公園センターハ
ウス（白老郡白老町字萩野）
▶参加料　無料
▶集合場所　萩の里自然公園駐車場
※詳しくは問い合わせください。
▶ 申し込み　12月11日㈭までに白老
町教育委員会教育課社会教育グル
ープ（☎ 0 1 4 4 85 2 0 2 0 ）

白鳥大橋
カウントダウンファイナル

　ことしで最後となるカウントダウ
ンで、豪華景品が当たる抽選会や来
場者が参加できるゲームを楽しみま
しょう。
▶日時　12月31日㈬22時30分～
▶場所　道の駅『みたら室蘭』
▶ 抽選券　１枚500円（当日券もあり
ます）
▶ 抽選券取扱場所　室蘭観光協会、
道の駅『みたら室蘭』、ぷらっと
てついち
▶問い合わせ　同実行委員会
 （☎080‒1895‒4303）

カルルス温泉
サンライバスキー場
12月13日土オープン
※積雪状況により変更することがあります。
※詳しくはスキー場に問い合わせください。

《営業期間・時間》
12月13日㈯～平成27年 3 月22日㈰
9時～16時（土・日曜日、祝日は17時まで）

無料レッスン
　初めての方も安心してスキーを楽しめます。
月日　 3月 2日㈪～13日㈮
定員　各日 5人

バレンタインデー・ホワイトデー割引
　ペアーリフト利用のカップルの方を対象に、特
別割引を実施します（ペアーリフトに一緒に乗車
することが原則です）。
月日　 2月14日㈯・ 3月14日㈯
対象　カップル（親子は対象外）
料金　１日券が 2人で3,000円

毎日が『半額のチャンス』
　当選者が翌日のラッキーナンバーを抽選し、リ
レー方式で毎日１人を対象に、当日購入のリフト
券（１回券除く）を半額にします。
期間　 3月22日㈰まで

「手ぶらでいぶり」
－スキー・スノーボードフルセットレンタル－
　登別・室蘭・白老各市町に居住されている方が
対象の『手ぶらでスキー、ボード体験』を、今シ
ーズンは胆振地域全域を対象に実施します。
料金 
● 4 時間券1,500円（子どもも同額）
※通常8,400円（子ども6,600円）
●１日券2,400円（子どもも同額）
※通常 1万900円（子ども8,400円）

問い合わせ　カルルス温泉サンライバスキー場
（☎84２８７２）

リフト料金（子どもは 4歳～小学生）

種　別 料　　金 対象大　人 子ども
１回券 230円 190円
11回券 2,300円 1,900円
4 時間券 2,300円 1,900円
6 時間券 2,600円 2,100円
１日券 3,000円 2,400円
シルバー券（ 6時間） 2,300円 － 60歳以上
団体割引（ 6時間） 2,400円 1,900円 10人以上
団体割引（１日） 2,700円 2,100円 10人以上


